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はじめに 

 

令和４年４月に施行された「世田谷区地域経済の持続可能な発展条例」は、従前の産業振興

基本条例における産業振興の方向性をその大部分において引継ぎながら、世田谷区地域経済に

おける非経済的価値の重要性を認め、経済的発展と非経済的価値の両立が、地域経済の持続可

能な発展に寄与するとし、それにより、地域経済や地域産業の観点から、豊かな区民生活の実

現に貢献することを理念として掲げたものです。 

 

この理念の実現に向けて、区は４つの基本的方針を通じて条例理念の実現を掲げる一方、具

体的な取組みや施策については、平成 30 年 3 月に策定された「世田谷区産業ビジョン」によ

ることとされており、条例における基本的方針と産業ビジョンによる具体的取組みの間には一

部乖離が生じていました。このような中、令和５年に世田谷区地域経済の持続可能な発展を目

指す会議が設置され、同年３月２０日の第１回会議において、同会議に対して「地域経済の持

続可能な発展を推進していくための基本的な考え方について」が諮問されました。 

 

同会議では、条例の趣旨や産業ビジョンに掲げる取組み等の精査及び検討の上で、世田谷区

の最上位計画として検討の進む「世田谷区基本計画」における経済産業分野の方向性を鑑みな

がら、当該分野の個別計画としての性質を十分に念頭におきつつ、より強力に経済産業分野の

取組みを進めるものとして検討を進めてきました。会議においては、未来のよりあるべき姿か

ら、その実現に向けた必要な取組みや手法などを検討するバックキャスティングの手法を取り

入れ、様々な専門性と多様な意見やノウハウを有する委員の知見を惜しみなく拠出いただき、

今般、世田谷区の経済産業政策の在り方に関する答申として取りまとめたところです。 

 

本答申をもとに、世田谷区産業ビジョンの見直しを行い、それに基づく新たな経済産業政策

が運用されることにより、世田谷区内の事業者の経済活動の活性化や豊かな区民生活の実現、

ウェルビーイングの向上へと繋がることを強く期待します。 

 

 

 

 

令和５年１２月 

 

世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議 

会長 長山 宗広 
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１．本答申について 

（１）本答申の位置付け 

 本答申は、世田谷区地域経済の持続可能な発展条例（令和４年３月７日条例第９号。以下

「発展条例」という。）第９条２項に基づく世田谷区長からの諮問（令和 5 年 3 月 20 日付諮問

第 1 号）に対し、同条例第９条に基づき設置された世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指

す会議（以下「発展会議」という。）による答申です。 

 

（２）諮問内容 

 「地域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考え方について」 

 

２．世田谷区の地域経済や産業の現状と抱える課題 

（１）地域経済を取り巻く状況  

国が提供する地域経済循環システム（RESAS）の最新の 2018 年（平成 30 年）データによれ

ば、2018 年（平成 30 年）の世田谷区の地域経済の自立度や域内での経済や循環の度合いを示

す地域経済循環率は 115.3% (2018 年)となっており（図表 1）、100％を超えているものの 23区

内においては中位に位置しています。「生産（付加価値額）」は約 4.5 兆円と 2010 年（平成 22

年）から2018年（平成30年）にかけて約5.3%増の傾向にありますが、民間消費の流出入率は

△16.9％となっており、地域内で生産された付加価値額が分配される際に地域外に流出してい

る傾向が見てとれます。民間消費は域外に流出傾向ですが、企業の設備投資や地域外への販売

に関しては、流入傾向にあります。これは、2010 年（平成 22 年）より傾向に大きな変化はな

く、世田谷区の地域経済循環の特徴と言えます。後掲する既存産業の事業所の減少や売上の減

少、事業承継や空き店舗の増加などの個々の課題に加え、2020年（令和2年）以降の新型コロ

ナウィルス感染症禍や 2022 年（令和 4 年）以降のロシアによるウクライナ侵攻などの社会情

勢の大きな変化は、世田谷の地域経済に影響を与えています。これらを解決していくためには、

さらなる地域経済循環の向上、地域産業の収益向上や雇用の創出など、地域経済の成長や活性

化につながり、地域経済の持続可能性を向上させる取組みを強力に推進していくことが急務と

なります。 

  （図表 1）地域経済循環図（2018 年、世田谷区） 
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区内の産業構造や業種構成を見ると、全体的な事業所数は横ばいもしくは微減傾向にありま

すが（図表 2）、特にこれまで事業所数の多かった卸売・小売業や雇用を支えてきた飲食サー

ビス業などで大きく減少しており、一方で、医療・福祉業や教育・学習支援業、情報通信業な

どは増加傾向にあるなど、産業の多様化が進んでいると考えられます（図表 3）。これまで主

要産業と考えられてきた業種の再活性化を軸に据えつつ多様化の進む様々な業種の更なる活力

の向上を図るなど、しっかりと後押ししていくことが課題です。 

また、区内産業の１社あたり売上額に着目すると、卸売・小売業は微減、製造業も横ばいも

しくは微減傾向にある中、情報通信業については大きく増加しています（図表 4）。また、１

社あたり付加価値額についても概ね同様の傾向にあることが見てとれます（図表 5）。 

さらには、雇用と稼ぐ力について見てみると（図表 6）、雇用については、飲食業、医療業、

飲食料品小売業、社会保険・社会福祉・介護事業などの雇用力が高く、区内の雇用を支えてい

ることが分かります。稼ぐ力については、インターネット付随サービス業（情報通信業）等の

域外から稼ぐ力が高いが、総じて域外から稼ぐ産業が少ない状況にあると考えられます。 

これらのことから、雇用を支える業種の活性化や、様々な業種において稼ぐ力の向上や生産

性の向上を図っていくことで、売上や付加価値の向上を目指していくことが個々の事業者に対

して必要です。 

 

（図表 2）世田谷区内の事業所数推移          （図表 3）業種別事業所数の推移 

 

    

（図表 4）1 社あたり売上額（業種別）         （図表 5）1 社あたり付加価値額（業種別） 
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（図表 6）地域の産業・雇用創造チャートー統計で見る稼ぐ力と雇用力（世田谷区） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※縦軸が示す「雇用力」は、雇用を生み出す力を示しており、縦軸の数値が高くなるほど雇用を生み出 

す力が強いことを示します。一方、横軸が示す「稼ぐ力」は地域外からどれだけ資金を稼いでいるか 

を示すものであり、数値が大きいほど、域外から稼ぐ力が強いことを示します。 

 

さらに、地域における事業者の経営状況については、例えば、区で実施する融資あっせん制

度では、新型コロナウィルス感染症禍の前までにおいては融資の実行件数は年間 1000 件～

1500 件程度、融資実行金額は約 80 億円程度で推移してきた中、2020 年度（令和 2 年度）に新

型コロナウィルス感染症禍で、経済活動が減速したことに伴い 4,265 件の融資あっせんを踏ま

えた融資の実行がなされ、185 億円という貸し付けが行われました。その後、2021 年度（令和

3 年度）にはいったん減少したものの、2022 年度（令和 4 年度）には大きく増加し、件数は

2,000 件を超え、融資実行金額も 100 億円を超えるなど経営は厳しい状況に直面していると考

えられます（図表 7）。 

さらには、代位弁済が増加傾向にあります。2022 年度までは多い年でも 30 件ほどとなって

いたところ 2023 年（令和５年）においては上半期のみで 30 件と非常に大きく増加している状

況にあります。現状においては、貸付金額が大きくない事業者の代位弁済が大半を占めている

ものの、今後、金額が大きい事業者が増えた場合、関連事業者にもマイナスの影響が波及する

可能性があります（図表 8）。 

 

 

（図表 7）融資あっせん件数と貸付額（制度融資全体）実績 

 

出典：（公財）世田谷区産業振興公社作成 



6 
 

（図表 8）代位弁済の件数（信用保証協会の代位弁済/2022 年） 

年度 

上下期 

H２９ H３０ H３１/R 元 R２ R３ R４ R５ 

上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 下 上 

件数 22 15 24 11 19 6 0 11 11 9 13 11 30 
事業者数 17 11 16 9 12 6 0 10 11 9 12 10 24 

出典：（公財）世田谷区産業振興公社作成 

 

事業者の倒産件数をみると、東京都、世田谷区ともに、2019 年をピークに減少しましたが、

2022 年より倒産件数が増加傾向にあります。(図表 9,10)直近の東京都内の企業の倒産件数は、

2023 年 10 月までで 970 件となり、2022 年の 1,151 件を上回るペースで増加しています(図表

11)。新型コロナウィルス感染症禍で、実質無利子・無担保で貸し付けを受けられる緊急融資

や助成金などにより、一時的に倒産を免れた事業者が、返済期限が到来した 2022 年以降、世

界情勢の影響を受けて物価高や円安などの負担も相まって倒産件数が増えていると推測されま

す。事業経営環境が厳しい状況にある事業者で、事業改善や立て直し、再構築などを志向する

事業者に対して、その改善の見込みを前提としつつ、必要な資金を円滑に得ることができるセ

ーフティネットなど資金の問題は重要な課題であることから、セーフティネット関連取組みの

継続的な実施や更なる充実、生産性や競争力の強化の後押しなど、経営の改善などにより、事

業者の経営ひいては地域経済の活性化に取り組むことが課題として挙げられます。 
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（図表9）倒産数の推移（東京都）
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（２）事業者を取り巻く状況 

事業者が据える今後の重点的な取組みとしては、全体として「人材確保、採用強化」が最も

高いが、従業員数の規模別で見ると、従業員数が多くなればなるほど更に重点的な取組みとし

て重きを置いていることが分かります。同様に、「業務の効率化、合理化」、「従業員の人材育

成、リスキリング」においても、同じことが言えます。まずは人手不足・人材確保へ如何に対

応するか、もしくは今いる人員により人手不足・人材確保に関する課題をどう補うかというこ

との対応が現在の社会経済環境下では極めて重要な課題です。逆に、「販路拡大、開拓」は従

業員数が少ないほど、重点的な取組みとして据えており、経営上の課題である「業績の不振、

停滞」を販売力強化や新規顧客獲得、販路開拓で補っていく必要性を感じていることが推測さ

れます（図表 12,13,14）。 

                  

 

 

（図表 14））今後の重点的な取組み（従業員数別） 

 

 

 

ⅮＸについては、「全く知らない」、「内容は知らない」、「特に対応は検討していない」とす

る消極的姿勢の区内事業者の割合は 83％に上った一方、「既に対応を始めている」、「対応を検

討している」とする積極姿勢の割合は約 16％です（図表 15）。ICT 活用についても、ICT 活用

に積極的でない、又は活用が進んでいない事業者の割合が多く（図表16）、まずはDXや ICTの

（図表12）今後の重点的な取組み （図表13）今後の経営上の課題
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５人以下 3,650 13.7 16.3 20.2 7.1 13.5 11.1 7.5 10.0 10.6 6.0 5.6 3.8 1.5 1.9 0.7 3.0 32.9 2.6

６～20人 1,152 47.4 28.0 20.7 28.0 11.8 14.7 15.5 9.1 6.8 6.9 3.7 3.5 4.0 1.5 0.6 2.4 10.9 3.0

21～50人 299 64.2 34.4 19.7 37.5 10.7 13.0 20.4 8.7 1.7 9.7 3.0 5.7 6.4 0.3 0.7 2.0 3.3 2.7

51人以上 117 66.7 42.7 15.4 44.4 12.0 15.4 27.4 6.8 0.9 12.8 3.4 2.6 6.0      - 0.9      - 1.7 3.4

（出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査アンケート） 

（出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査アンケート） 
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活用について理解の増進や活用意義について普及啓発を行うことが課題と考えられます。その

上で、ＩCＴ活用にあたっての課題として、人材が不在なことやＩCＴを使いこなすスキルに関

する課題が上位を占めることから、人材の育成や人材のマッチングなどに取り組むことが喫緊

の課題であると考えられます（図表 17）。 

 

（図表 15）DX への理解と取組み（世田谷内事業者）  （図表 16）ICT の活用状況（東京都及び世田谷の比較） 

 

 

出典：せたがやエコノミックス付帯調査(2021 年 10 月実施)及び東京商工会議所「IT 活用実体調査報告書（2021 年 2 月）より作成 

（図表 17）ICT 活用にあたっての課題（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、事業者の SDGsに対する問題意識や認知度については、区内事業者における SDGs に対

する積極的姿勢（「既に対応・アクションを行っている」、「対応・アクションを検討している」）

の割合は約 22％である一方、全国においては約 40％とその差は大きい状況にあります（図表

18）。持続可能な地域経済の構築にあたっては、これらに対する認知度の向上に加え、実際の

行動に移していくことが不可欠となると考えられるとともに、今後、SDGs への取組みが事業

者の付加価値や企業価値へ更に強固に結びついていくことが想定されることから、その普及や

理解増進を課題と捉え、後押ししていくことが必要となります。なお、SDGs に取り組む際の

課題としては、「何から取り組んでいいか分からない」、「社内での理解度が低い」、「取り組む

ことによるメリットが分からない」など、理解や認知度に関するものに加え、実際に行動に移

すことのできる人材の確保や、そのような人材等との交流が今後課題になると考えられます

（図表 19）。 
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頼りになるアドバイザー等がいない

導入の効果がわからない、評価できない

サイバーセキュリティリスクがある

既存システムが稼働し、最新システムに移行できない

出典：「せたがやエコノミックス付帯調査（2021 年 10 月実施）」より作成 
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（図表 18）SDGs への理解と取組み（全国及び世田谷の比較） （図表 19）SDGs に取り組む際の課題（複数回答可） 

 

 

 

 

 

 

 

出典：せたがやエコノミックス付帯調査（2021 年 10 月実施）及び帝国データバンク「SDGs に関する企業の意識調査（2021 年）より作成 

 

 

区内事業者の社会課題や地域課題への関心や解決に向けた姿勢については、既に取り組んで

いる、もしくは具体的に取組みの予定がある事業者は約 21％ほどでしたが（図表 20）、現時点

で実施はしていないが関心はあるとする事業者は約 42％を占めるなど、関心が高い状況にあ

りました。さらには、関与・協力できる分野は災害・防災、介護・福祉、教育・子育てなど、

多様な分野に広がりを見せており（図表 21）、今後、課題の解決に向けては、官民共創の観点

で、民間事業者との連携を進めることが、より効果的で効率的な取組みへと発展することも考

えられます。 

 

（図表 20）社会課題や地域課題の解決に対する関心            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査より作成 
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(図表21）関与・協力できる(したいと考える)地域課題や社会課題
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（３）雇用や働き方をめぐる状況 

2023 年（令和５年）８月の全国の有効求人倍率は 1.29 倍となる中、世田谷区を含む管内で

は 2.02 倍となるなど、世田谷区を含む近郊ではより有効求人倍率が他地域よりも高い状況に

あります。そのような中、事業者は人員確保に向けて、雇用条件や働く環境の整備等、例えば、

誰もが働きやすい職場づくりやテレワーク環境の整備など、今後多様な働き方の環境整備がよ

り求められる状況にあると考えられます。また、被雇用者においても、ワーク・ライフ・バラ

ンスや働くことに対する価値観の多様化など、世代や属性等によっても考え方の多様性はます

ます広がると考えられる中、兼業・副業等を含む多様な働き方に向けたセーフティネットの構

築や、環境整備や後押しが求められます（図表 22,23,24,25）。 

また、起業・創業については、多様な働き方の一形態でもあり、地域経済や産業の新陳代謝

を促す点、地域経済の活力に寄与するなど、地域経済にとっても重要であると考えられますが、

その意向が高い状況にはなく、推進と裾野の拡大を図ることが必要となります（図表 26）。 

 

（図表 22）働く上で重視する条件                          （図表 23）テレワークの実施について 

 

 

 

（図表 24）従業員の兼業・副業について            （図表 25）兼業・副業の意向とその理由 

 

 

 

 

 

 

出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査より 
出典：「世田谷区のまちなか観光及び社会経済に関する調査(令和 3 年度)」より作成 

出典：「世田谷区のまちなか観光及び社会経済に関する調査(令和 3 年度)」より作成 

出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査より 
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（図表 26）将来の起業意向 

 

 

 

 

 

 

（４）将来生じると予想される地域経済を取り巻く変化 

将来生じると考えられる地域経済や地域産業を取り巻く環境や考慮・想定すべきこととして、

デジタル化の進展や AI の利用の浸透、また気候変動や脱炭素・環境配慮志向の更なる深化や

働き方の多様化など、様々な変化が生じることが予想されています。 

これらは個々の事業者にも当然ながら大きな影響を及ぼすと考えられ、例えば、業務内容の

変更や比重の変化、デジタルの活用・未活用による二極化や、環境配慮等に伴う経営上の優先

順位の変化など、様々な影響が生じると予想されます（図表 27）。 

新たな経済産業政策の構築にあたっては、これらの地域経済や個々の事業者が抱える課題を

踏まえつつ、また、将来、生じると予測される変化と地域への影響を念頭に、解決に向けた方

向性や負の影響を最小限に抑えるための取組み等を検討し、示していくことが重要です。 

個々の事業者においても、早い段階から正確な情報や知見を収集し、自社の特性に照らして

プラスの影響を与えるものは効果的な取り込みを、マイナスの影響を与えるものは認知と脅威

への対応の準備を進めていくことが必要です。 

 

（図表 27）将来の地域経済を取り巻く変化やその及ぼす影響（例示） 

 

 

（５）各産業を取り巻く状況 

 住宅都市としての側面を持つ世田谷の生活を支える卸売業,小売業、宿泊業,飲食サービス業、

生活関連サービス業,娯楽業を中心とした商業が世田谷産業の中核となっていると考えられま

す。(図表 28) 

商業分野全体の課題として、新型コロナウィルス感染症禍前から売上高の減少が大きく、人

手不足と業績不振に対して課題を抱えている状況です。賃上げの実施率も他業種に比べると低

出典：「世田谷区のまちなか観光及び社会経済に関する調査」より作成 
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く、原材料費やエネルギー費などのコスト上昇分をサービス価格や賃金に反映することが難し

い状況となっていると考えられます。（図表 29,30,31） 

 また、前述の地域経済循環のとおり、民間消費の区外流出も多く、せたがや Pay などを活用

した域内循環の促進や世田谷の魅力発信等を通じたる域外からの来街者の誘引による消費喚起

を行うことは重要な取組みであると考えられます。 

 

（図表 28）世田谷区内の事業者の業種（大分類） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表 29）直近決算の売上高の変化（2019 年度と比較） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（図表 30）今後の経営上の課題（商業） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査アンケートより作成） 

（出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査アンケート） 

（出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査アンケートより作成） 
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（図表 31）賃上げの実施状況（商業） 

 

 

 

 

 

 

 

工業分野（製造業）は、平成 18 年度から 28 年度の 10 年間で事業所数は約 21％、従業員数

は約 43％と大きく減少しました。（図表 32）また、土地利用においても 79 ヘクタールから約

51 ヘクタールと約 36％減少しています。（図表 33）さらに、代表者の年齢が 60 歳以上の事業

所が多く、後継者への承継を含む人手不足に課題として多く挙げられています。（図表 34）廃

業傾向も他業種に比べやや高いため、長年にわたって培われた技術の消失が懸念されます。 

生活環境・操業環境の変容、消費構造・市場構造の変化に対し、オープンファクトリーの取

組みや STEAM 教育の場といった視点で区内産業の魅力発信や人材育成につながる施策の展開を

していくことが有用と考えられます。 

 

（図表 32）産業（大分類）別事業所数及び従業者数 

 

 

 

 

 

（出典：令和５年度世田谷区産業基礎調査アンケートより作成） 
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（図表 33）土地利用構成の推移 

 

 

 

 

農業分野は、宅地化による騒音や土埃等の苦情、日照悪化、異常気象といった農業を実施す

る環境変化や、農業者の高齢化や後継者不足、税制度の変革等農業経営の困難さにより、農

地・農業者の継続的な減少が慢性的な課題となっています。（図表 35,36,37）農業従事者の高

齢化・減少は顕著であり農地の減少も進んでいます。比較的充実した後継者育成施策が活用さ

れているとはいえ、後継者不足は深刻化しています。現在、農地の減少は緩やかになっていま

すが、区内産農産物や農業・収穫体験において、消費ニーズに対して供給が不足する状況があ

ります。今後もこれまでの取り組みを継続しながらも、区民が農業に触れる機会や接点を拡充

し、区内農業の魅力発信につなげていくことが必要です。 

 

（図表 35）世田谷区内農地面積の推移 

 

40歳未満

1.7 

40歳代

10.4 

50歳代

22.5 

60歳代

25.4 

70歳以上

39.9 

無回答

0.0 

(%)

n=173

（図表 34）代表者の年齢(製造業) 

出典：「令和 5年度世田谷区産業基礎調査アンケート」より作成 

出典：「世田谷区統計書」（令和 4 年版） 

出典：「世田谷の土地利用２０１６」 
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（図表 36）農業従事者の年齢構成(年代別)       (図表 37)農業従事者数 

 

 

 

建設分野は、公共施設・公共インフラの整備、維持管理や、区民の住環境の維持・向上に欠

かせず、災害発生時においても復旧・復興の担い手となる業種ですが、平成 18 年度から 28 年

度の間では事業所数、従業員数とも横ばいという状況です。（図表 32）また、高齢化が進む中

で、従業員確保に向けて採用活動を行っていても新規求職者のニーズは高くない状況となり、

需要と供給のミスマッチが起こっています。（図表 38,39） 

働き方改革関連法に伴い労働基準法が改正され、建設業をはじめとし、運輸業,郵便業、医

療,福祉の業界において、時間外労働の上限制限が適用されます。その猶予が 2024 年 4 月でな

くなることから、労働時間分を補填する人手の確保に迫られています。こうしたいわゆる

2024 年問題により、今後人材の需要はさらに加速する可能性があります。これらの課題の解

決に向け、建設業の担い手の育成、区内建設業の振興の重要性が増大しています。 

 

（図表 38）「渋谷」・「東京」の職種別有効求人・求職状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 また、2024 年問題は、建設業のみならず、運輸業,郵便業、医療,福祉にも該当し、「人手不

十分確保できている
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21.3 

どちらかといえば確

保できていない
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いない

14.4 
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ていない

26.3 

無回答
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n=437

出典：「令和 4年度農家基本調査」 

( 39)  

出典：「令和 5年度世田谷区産業基礎調査アンケート」より作成 
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足」は喫緊の課題で、人材確保や採用強化、人材育成への取組みが多くの業態における重点的

な取組みであると考えられます。(図表 40,41)建設業同様、雇用のミスマッチに対して検討し、

指針を示していくことが必要です。 
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３．世田谷区の経済産業政策の方向性 

（１）検討にあたっての背景や前提 

世田谷区は、平成３０年３月に策定された「世田谷区産業ビジョン（以下、「現産業ビジョ

ン」という。）」において、「区民・産業がつくる 世田谷の新たな価値と豊かさ」をメインテ

ーマとして掲げ、産業振興の観点を主とするありたい姿や取組みを整理し、産業振興政策を進

めてきました（図表 42）。 

 

（図表 42）世田谷区産業ビジョン（2018 年 3 月）の全体像    

 

その後、改正された発展条例において、地域経済の持続可能な発展を実現することにより、

豊かな区民生活の実現に寄与することを目的として掲げ、経済的発展の重要性に加え、非経済

的価値の重要性を改めて認識し、４つの基本的方針を設定しました（図表 43）。 
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（図表 43）世田谷区地域経済の持続可能な発展条例（概要） 

 

＜発展条例における４つの基本的方針＞ 

基本的方針１ 区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る 

基本的方針２ 誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備 

し、企業の促進及び多様な働き方の実現を図る 

基本的方針３ 地域及び社会の課題解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る 

基本的方針４ 地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る 

 

こうした世田谷区経済産業政策の新たな軸が設定されたことに鑑み、現産業ビジョンを産業

振興の基礎としながら、発展条例にあわせた体系的な整理に加え、新型コロナ禍を契機とする

社会経済環境の変化により複雑化・多様化した課題等へ対応するための考え方や具体的取組み

を整理し、改めて実行に移していくことが必要であると考えます。 

このような考えの下、発展会議においては、将来的に生じると考えられる地域経済や地域産

業を取り巻く変化や考慮・想定すべきことをまずは広く検討し、それらが地域経済にどのよう

な影響を及ぼすかということを念頭において、バックキャスティングの手法で、世田谷の地域

経済の目指す姿を検討しました（図表 44）。このような手法で、条例理念の実現に向けた考え

方や４つの基本的方針を実現するための方向性（目指す姿）、具体的取組み（方策）等を整理

し、これらの方向性や具体的取組みを通じた先の展望としての「ビジョン（展望）」を提示し

ます。 

本提案を世田谷区は真摯に受け止め、大局的な視点に立った、地域経済の持続可能な発展を
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図っていくための展望を新たなビジョンとして策定するよう要望します。また、新たなビジョ

ンを「（仮称）世田谷区地域経済発展ビジョン」とし、具体的取組みを実効性あるものとする

プランを検討するよう提言します。 

 

（図表 44）将来の地域経済を取り巻く変化やその及ぼす影響（例示） 

 

 

（２）条例理念の実現に向けた考え方 

地域経済活性化や産業振興の観点から「地域経済の持続可能な発展」を実現するにあたって

は、基本的方針１「多様な地域産業の持続性確保に向けた基盤強化」を軸とする産業活性化を

中心にその実現を図ることが重要と考えます。 

前項までにおいて、地域経済や地域産業が抱える課題を挙げてきましたが、これらの課題の

解消や低減を図ることにより、既存産業を中心とする産業の活性化を通じて、地域経済の持続

可能な発展に取り組むことが重要です。具体的には、事業者の「資金」、「人材」、「企業構造

（例えば、デジタル化や設備投資など）」について、課題の解消・低減や活動の円滑化などを

通じて企業活動を活発化していく必要があります。その上で、「情報」や「インフラ・規制な

ど周辺環境」の課題解決に向けた取組みが、企業活動の更なる活発化に繋がります。（図表 45） 

企業活動や経済活動の活発化は、雇用へも直結し、更には「消費」に繋がるなど、地域経済

循環の基準点となるものです。そこに例えば、世田谷の強みや魅力の発信等を重ねることで人

を呼び込み「消費」に繋がるなど、企業活動や経済活動に好影響を与え、「資金」や「人材」、

「企業構造」の課題の解決及び地域経済循環を「太く」していくことが必要です。 

さらには、これらの取組みの上に、基本的方針２～４に関する考え方やその促進のための取

組みを付加することで、世田谷の特徴を兼ね備えた、より高度な水準の持続可能な地域経済の

構築につながると考えます。 

これらを事業者、区民、関係機関、行政等が一体となって取り組むことで、世田谷らしい持

続可能な地域経済の構築に取り組んでいく、これを発展条例の理念の実現に向けた大きな方向

性として位置付けることが重要です。 

なお、具体化した要素や手段・手法等については、本項（７）「目指す姿」と「実現のため

の方向性」において示していきます。 
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（図表 45）地域経済の持続可能な発展につながる循環と解決すべき課題 

 

 

（３）ビジョン（展望） 

 

 

現産業ビジョンでは、「区民が充実した日々を送ることができる、安全・安心、快適な環境

を享受できるように産業が支えていく視点が重要」との観点から、『区民・産業がつくる 世

田谷の新たな価値と豊かさ』をメインテーマとして掲げ、この下にありたい姿や取組みの方向

性を整理した。その後、発展条例では、「豊かな区民生活」の実現を最終目標に掲げつつ、「地

域経済の持続可能な発展」を目的として設定されています。 

「豊かな区民生活」という最終目標を踏襲しながら、一方で、この間に社会経済環境や人々

の価値観はより多様化が進展し、「豊かさ」の考え方についても、例えば、経済的な豊かさ、

環境調和の観点からの豊かさ、キャリアやワークスタイル、ボランティア活動や趣味なども要

素として含む豊かさ、人間関係や交友関係の観点からの豊かさ、地域社会や自身が属するコミ

ュニティに関する豊かさ、心身や自分らしさに関する豊かさなど、その考えも多様化していま

す。このように今、多様な豊かさや幸福を示す概念として確立されてきたウェルビーイングと

いう考えの下に、それぞれの豊かさを実現していくことが重要です。 

その際、地域経済循環の向上や個別施策の構築にあたっても、わくわく感が生まれる環境か

持続可能な経済循環で実現する世田谷のウェルビーイング 
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ら持続性に繋がり、共創、新たな価値創出に繋がるという動機付けの循環を基本の考え方とし

て整理したことから、ウェルビーイングの実現に向けては、持続可能な経済循環で実現する、

と設定しました。 

経済産業分野から、様々な主体の豊かさ、つまりウェルビーイングに寄与することを、今後

の新たな経済産業政策の中心に据えるものとして設定すべきです。それに向けての考え方につ

いては前述（２）条例理念の実現に向けた考え方において述べたとおりです。 

また、これらの考えを踏まえつつ、経済産業政策の方向性をより多くの方に知っていただく

ことで、地域全体としての方向性を共有し強力に推し進めることが重要であることから、上記

のビジョンをより親近感を持って捉えていただくためのフレーズを「幸循環 共創区 世田谷」

として設定し、これらも通じてより広く周知し、地域をあげて同じ方向を向いた経済産業政策

を進めていくべきです。 

 

（４）「ビジョン（展望）」実現に向けた大切な基本の考え方 

「ビジョン（展望）」を見据えつつ、更には「条例理念の実現に向けた考え方」踏まえて、

施策や取組みを展開していくにあたっての大切な考え方を以下のとおり整理しました。 

「応援」や「遭遇」「見える化」等により、施策や取組み又は活動や行動のきっかけとなる

「期待感」や「わくわく感」を導きだすことを始点として、その思いを活動の原動力とするこ

とで、「持続性」が生まれ、「ごちゃ混ぜ」や「交流」、「多様性」等を加味することで、更なる

「共創」を促し、エシカルや人権などに関する考えなどを根底に置きつつ「新たな価値の創造」

につながります（図表 46）。 

「新たな価値の創造」に当たっては、更に「期待感」や「わくわく感」を生み出すという、

正の循環が継続的に発生する仕組みを、施策展開にあたって根底に据えて意識すべきものとし、

個々の施策の構築の際もこれらの考えに基づき制度設計するべきです。 

（図表 46）ビジョンの実現に向けた大切な基本の考え方 

 

 

 

 

 

（５）ビジョン（展望）実現に向けた大切な視点 

ビジョン（展望）の実現に向けた取組みを進めていくにあたって、政策課題の重要性や必要

性、緊急性、波及効果等の観点から優先順位をつけて実行していくことが必要です。（図表 47） 

さらに、施策の効率化や効果の最大化を図ることが重要であることに鑑み、施策の企画から

実施に至るまで、今後必要な取組みを推進していく際に必要となる横断的な５つの大切な「視
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点」を整理し、これらの観点も踏まえて取組みを構築し、実施していくことが重要です。 

 

【ビジョン（展望）実現に向けた大切な視点】 

① 「横串としての地域経済産業政策」の視点 

 各分野の課題解決に寄与する横串としての地域経済産業政策の構築を図る 

 分野横断的な連携強化（行政内含む）により効果的・効率的な課題解決や付加価値

創出 

⇒ これにより、効果の波及の広がりや付加価値の創出・増大に寄与 

 

② 「インパクト設計」の視点 

 公共的意義に加え、地域経済や区民の暮らしへの影響を考慮した制度設計及び優先

順位付け 

 多様な側面からの効果や影響についても評価（インパクト評価） 

⇒ これにより、地域経済や地域産業への効果最大化に加え、区民生活の質の向上に

寄与 

 

③ 「ユーザー」の視点 

 実態を踏まえ、ユーザー視点での真に必要な「使える／使われる／届く」施策を構

築 

⇒ これにより、施策の使い勝手の向上による施策の効果の最大化に寄与 

 

④ 「官民共創」の視点 

 官民の得意分野や専門人材等を活かし、施策の効果最大化を図る 

 時代に求められる「ゆるさ」を考慮した多様な主体を呼び込むプラットフォームを

整備 

⇒ これにより、多様なニーズへの対応と官と民・地域の力を引き出した好循環と 

新たな付加価値を創出 

 

⑤ 「ブランディング」の視点 

 地域や産業の魅力・強みを改めて見直し、魅力を活かした施策を展開 

⇒ これにより、地域産業の厚みやブランディングにと繋がり、産業活性化や消費喚

起、地域経済活性化に寄与 

 

（考え方の背景となった主な意見） 

 世田谷区の産業は、条例においても明確に位置づけられている商工農建設業を中心にま

ずはしっかりと目を向けることが重要である。一方で、区内においても産業の多様化が

進んでいる状況も踏まえ、これらについても後押しするとともに、両者が相互作用する

仕組みの構築により、全体の価値向上に寄与していくことが重要である。 

 社会経済環境や価値観がより多様化する中で、心ゆたかな暮らしや持続可能な環境・社

会・経済を実現し、地域で暮らす人々の「ウェルビーイングの向上」と「サステナビリ

ティの確保」を目指すことが求められている。産業振興や地域経済活性化の検討を進め

るうえで、「ウェルビーイングの向上」と「サステナビリティの確保」を最上位に位置

付けるべきである。 
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 経済産業政策は、各産業・業種の振興のみならず、例えば教育分野や高齢福祉分野など、

広く各分野を横断する横串としての役割を担うべきである。世田谷区行政においても、

経済産業部門は積極的に他部門との連携を図るとともに、他分野の抱える課題解決に向

けて、民間の知見や技術との連携を推進するハブとしての観点から取組みを進める必要

がある。また、地域とのつながりの観点からも、総合支所やまちづくりセンターといっ

た地域の拠点と連携・対話を踏まえた取組みを進めていく必要がある。 

 産業の後押しを推進するためのソフト面の各種取組みに加え、区内産業の競争力強化や

事業者のビジネス環境改善に直結する鉄道や高速道路等のインフラ整備や空き家・空き

店舗の増加等の課題は、長期的かつ大きな課題である。地域経済の持続可能な発展の観

点から、議論を継続的に行う必要がある。 

 ２万７千超の事業所が存在する状況においては、個々の主体が連携・集積する集合体に

対するアプローチが効率的・効果的である。世田谷区において、個々の主体等が自らの

意志により活動を行うことができる環境（プラットフォーム等）を整備し、個々の主体

における自発的な行動や活動を後押しすることが重要である。また、プラットフォーム

等に橋渡しや触媒といった役割を設けることで、主体間の新たな連携や機会創出の進展

が期待される。従来からの固定概念や業種等にとらわれない柔軟な考えの下、仕組みや

場等に関する政策を構築していくことが必要である。 

 世田谷区は、高い専門性や競争力を有する事業者、個性豊かな街や地理的な優位性、活

力に富む区民など多様なリソースが既に存在しているが「点」にとどまっている印象が

強い。現在存在するリソースや強みを再認識し、「点」と「点」をつなげ「線」とし、

さらには「面」へと発展させる、広がりのある経済産業政策を構築することが必要であ

る。 

 個々の施策の構築にあたっては、利用者の視点から構築することが重要であり、デザイ

ン思考、ユーザー視点の考え方により検討すべきである。 

 非経済的価値にも重きを置くことにより、コミュニティの活性化や街の活性化など、数

値としては現れにくい効果も政策のアウトプットとして重要な位置づけとなる。エビデ

ンスに基づく検討や評価（EBPM）はもとより、社会に与える影響（ソーシャルインパク

ト）についても重要視し、多様な影響を生む施策を展開していくことが重要である。ま

た、取組みには優先順位やタイムラインなどをあらかじめ見える化し、計画的に取組み

を進めることが重要である。 

 世田谷区の魅力的な資源や世田谷らしさというものを抽出し、ブランディング化してい

くことで、産業の価値を高めていくことになる。そうしたことが、雇用を生み出し、消

費を喚起するなど、地域経済の活性化に寄与することになる。 
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（図表 47）ビジョン（展望）実現に向けた大切な視点 
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（６）各分野における政策の方向性 

 発展条例における基本的方針や各産業分野の振興等の観点から政策の方向性を議論し、下記

のとおり主な意見をもとに整理した。 

 

①多様な産業基盤の強化に向けた考え方 

（政策の方向性） 

区の産業構造としては、小売業・サービス業をはじめ多様な産業が着実に根付いてい

ることが特徴として挙げられます。まずは、これまで区の産業や地域経済を支え、現在

においても中心をなす既存産業の活性化を図る施策を強化すべきです。 

強化にあたって必要なことは、事業者の抱える大きな課題である、資金の問題、人材

の問題、企業構造の問題を解消・低減すること後押しをすることに加え、企業活動を下

支えする情報の問題、インフラ等規制の問題などに正面から取り組むことが必要です。 

また、これからの時代、さまざまな要素が重なり合ってニーズや新たな取組みが生ま

れることが更に増加すると考えられることから、分野横断的な連携・連関による新たな

価値の創出・創造の視点を強く持つことが必要です。 

このため、既存産業の活性化を中心に据えた上で、更には多様な産業の後押しや様々

な業種間の交流や融合した取組み等を進めるとともに、コミュニティや学びなど世田谷

の特徴とも融合した、世田谷産業の新たな成長やステージの構築を後押しすることで、

世田谷らしい持続可能な地域経済を構築していくことが重要です。 

加えて、公共的役割を果たす商店街による公共的活動の更なる活性化を通じた街の賑

わいを継続的に創出していくことや、地域に必要な工業、農業、建設業などの産業や業

種が継続していくための基盤や土壌を確保・維持・強化していくなど、個々の事業者の

活動を支える業界や分野の活動を後押しすることが求められます。その際、地域の商店

街や産業団体等のプラットフォームなど、広く多様な主体の活動を後押しする環境もう

まく活用することが必要です。 

 

（考え方の背景となった主な意見） 

 地域内での繋がりやコミュニティの重要性が高まる中において、商店街が果たす役割

は大きい。街の賑わい作りや街路灯設置などの公益に資する取組みも多数実施する中、

行政や事業者、住民等による支援や連携を通じて、商店街組織を強化・促進していく

必要がある。 

 さらに、商店街に関しては、事業承継は重要な課題となっており、空き店舗やチェー

ン店が多数存在することにより商店街活動が弱体化する可能性があることから、組織

強化や商店街への加入促進を重要な課題として捉え、解決に向けて検討することが必

要である（特に世田谷において土地を保有する場合、事業承継を模索するよりも転貸

する方が有利な状況が生じやすい傾向があることを踏まえた検討の必要がある）。 

 工業に関しては、工場や事業所の減少に加え、伝統技術等、後世へ繋ぐべき“もった

いない”事業が継承されないなど、工業分野の承継や活性化は大きな課題となってい

る。事業承継やデジタル化への対応などきめ細やかなサポートとともに、“学び”や

“コミュニティ”と連携することを“世田谷らしさ”と捉え、例えば、接点や機会の

増加などの観点からの検討も必要ではないか。 

 農業に関しては、若い世代が農業で生活していける環境を作る必要があり、農業の地

産地消を進めるために区内関連の販路拡大など、区民と農業の接点を増やしていくこ
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とが必要ではないか。 

 建設業においては、若年層の“離れ”や高齢化など、人材確保や技術の伝承が困難な

状況となっている。消費者と事業者の関係が近くなり、理解を得られる関係性の構築

や、地元業者が受注し、下請けや雇用につなげていく取組みを更に進めることで、地

域内での顔の見える化等に取り組んでいく必要がある。 

 産業団体は事業者にとって情報や交流のハブとなるのみならず、様々な公益的役割を

担うなど地域の活性化等に対しても果たす役割が大きい。組織の活発な活動を継続す

べく、組織の強化や業界の後押しに加え、行政や地域との連携などを通じ、地域の活

性化につなげていくことが必要である。 

 地域や街の特徴を明確に打ち出すことで、事業者や産業の立地促進や誘引に繋げてい

くべきである。また、それは巡り巡って消費や雇用の部分に還元されるものである。 

 都市型産業の一つの特徴として、例えば「支援産業」の集積や成熟が考えられる。世

田谷区内においても専門的なスキルを持つプロフェッショナルが多数存在しており、

このような人材の知見も活用して地域産業全体を支援していくことについても検討す

べきである。 

 

②多様な働き方の促進に関する考え方 

（政策の方向性） 

新型コロナウイルス感染症を契機に、働き方やライフスタイルは多様性を増してお

り、特に、世田谷区は 92 万人の人口を有し、「住宅都市」としての顔を持っていること

から、多様化する働き方やライフスタイルに対応した土壌や環境を整えることは、世田

谷らしさを伸ばし、世田谷の強みともなり得ます。 

世田谷の魅力の向上やウェルビーイングの向上を目指して、労働者保護の観点や個人

の意思の尊重を前提としつつ、多様な働き方の選択肢の提供や自らの価値やウェルビー

イングを高めることができる環境整備、後押しをさらに進めることが必要です。その

際、特に働き方等はそれぞれにより条件やニーズが大きく異なることから、実態や利用

者視点に基づき、仕組みの構築や情報提供等を行うことが必要です。 

  

（考え方の背景となった主な意見） 

 多様な就業機会の創出に加え、キャリアが途切れない、自らの価値を認識する、働き

方に無理がない、変化に適応できるなどを「働き方のサステナブル化（SX 化）」と捉

え、推進していくことが必要である。 

 自身の置かれた状況や自らの意志に基づきながら、自らが選択できる状況を作るとと

もに、起業や雇用のみならず、業務委託などを含めた多様な働き方の支援が必要であ

る。特に若年層は、収入や経験よりも人生とのバランスを重要視するなど、世代や置

かれた状況によっても捉え方は異なることから、多様性を前提として検討する必要が

ある。 

 様々な人と出会える機会や拠点を整備することで、街の人が「ごちゃ混ぜ」になる機

会が生じ、出会いや連携・交流などの機会が増加し、自らのウェルビーイング向上に

資する活動につなげることができる。 

 地域の子どもが働く大人と日常的に触れ合い、交流が可能な環境が、子どもたちの将

来の働き方に関して効果的な学びを得ることができると考えることから、環境整備に
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ついて検討すべきである。 

 フリーランスという働き方も増加傾向にある中、地域内外の専門人材との積極的な連

携や橋渡しにより、企業や地域の課題を解決する仕組みを検討すべきである。 

 

③起業・創業の促進に向けた考え方 

（政策の方向性） 

多様な働き方の促進の一側面として、若年層を中心とした起業創業の促進はどのような

地域においても非常に重要な政策課題となっています。一方、世田谷においては、地理

的特性や多様な既存産業、マーケットとの近接性など、起業創業に有利な面があると考

えられるものの、その割合や意識が高いものとはなっていません。また、ノウハウや経

験の共有やつながりがモチベーションや後押しになる面があると考えられるものの、交

流や共創を促す土壌が十分に整っているとは言い難い状況にあると考えられます。 

新たな働き方の一形態としての起業・創業の促進や様々な活動にチャレンジしようとす

るアントレプレナーシップの醸成を促す環境整備を進めることで、中長期にわたってそ

のような土壌や人材を育成し、持続可能となる地域経済を構築することが必要です。  

その際、知見やノウハウの共有や、縦・横のつながりや交流が大きな役割を果たすこと

から、多様な区民が自らのニーズに基づき活動できる場（プラットフォーム）の構築や

充実について検討を進めるべきです。 

 

（考え方の背景となった主な意見） 

 持続可能な地域経済を構築していくためには、起業・創業は重要な事項であり、裾野

を広げることが重要である。その際、「起業・創業」を狭義に捉えず、意欲や思いのあ

る人が積極的にチャレンジできることをアントレプレナーシップと捉え、アントレプ

レナーシップが醸成される環境や土壌を整備することが必要である。 

 裾野の拡大に向けては、「起業無関心層」に関心をもってもらうことが必要である。地

区レベルのコミュニティでの交流の場やライトな参画ができる場など、身近に気軽に

関与できる場を構築していくことが必要である。 

 地域への貢献や自己実現などを目的とする、いわゆる“スローな起業”が“世田谷ら

しさ”の一形態でもあると考え、このような起業・創業を育む環境の検討・整備を行

うことが必要である。 

 積極的なチャレンジの結果、仮にポジティブな結果を得られなかった場合も、再起を

促す観点から底支えする環境の構築を検討する必要がある。 

 世田谷区内には、起業・創業者やスタートアップが現実的に入居可能なオフィスや店

舗等が少ない状況にある。起業・創業、ベンチャーやスタートアップが根付く街とな

るため、受け皿の構築や土壌の醸成などを進める必要がある。 

 

④社会課題・地域課題の解決に向けたソーシャルビジネスに関する考え方 

（政策の方向性） 

世田谷には多くの NPO が存在し、またコロナ禍で、地域の課題への関心や参画への意

識が顕在化するなど、社会課題・地域課題に意識の高い地域であると考えられます。一

方で、その意識や関心を行動に移すには、後押しする環境や更なる土壌の醸成が不可欠

です。特に、当該分野は官民共創の視点や取組みが重要であるにも関わらず、そのよう

な実態とは乖離があると思われます。 
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今後は、社会課題や地域課題の解決に対する裾野を広げることが必要であるととも

に、応援する仕組みを具体的に構築することで、課題解決に関与する区民や事業者の増

加、また、それがビジネスとして構築される後押しをすることが必要です。 

その際、民間事業者や区民の自主的な活動やアイデア、ノウハウ、活力等との間で共

創を促すことが重要であり、最大の効果が得られる仕組みや手法の検討をすべきです。 

 

（考え方の背景となった主な意見） 

 社会課題や地域課題に関心の薄かった人と課題を抱える当事者が出会い、共創を生み

出していく環境を整備することが必要である。その際、プラットフォーム等を通じて、

外部のアイデアを取り入れることで効果的な取組みが推進される。 

 ソーシャルビジネスは情報収集や資金集めなど、困難と考えられる点が大きく、ソー

シャルビジネス促進のために資金的な応援の仕組みが必要である。 

 

⑤持続可能性を考慮した事業活動やエシカル消費促進に関する考え方 

（政策の方向性） 

SDGs やエシカルへの意識を、経済的合理性との兼ね合いの中で事業活動や消費行動に

移していくことには障壁が高い状況がある一方、SDGs 等への行動が世田谷の産業や事業

者の価値を高めることにつながるとともに、世田谷という街のブランドや強みにもつな

がっていきます。 

今後は、事業者や消費者に対する理解増進および啓発を進めることで、その土壌を強

固なものとしていくことが必要です。その際、人権問題や環境問題を含む広義のエシカ

ルの考えは、すべての取組みや活動の前提となるものであることから、経済産業政策の

構築にあたっての横串として意識をした上で、個々の取組みを構築していくべきです。 

 

（考え方の背景となった主な意見） 

 SDGs を意識した取組みが事業経営に対してポジティブな効果を生むことや持続可能性

に寄与することを広く周知し、SDGs の意識と企業経営が結び付くことについての啓発

が必要である。 

 エシカル消費の普及啓発に向けては、消費者向けのみならず、事業者側の意識の向上

や啓発を行うことが重要である。 

 世代や属性を超えて多くの人たちが楽しめるエンターテイメントやスポーツなどのコ

ンテンツは街の住民の一体感を創出し、街の活性化やコミュニティの中心となりうる

ものであることから、その活用や創出について検討すべきである。 

 

⑥チャレンジの促進とその応援に関する仕組みの考え方 

（政策の方向性） 

チャレンジの成功に向けては多様な要素が複雑に交わることが必要であるが、チャレ

ンジをすることにはリスク等含めて様々な障壁も高くなります。一方で、個々のウェル

ビーイングの向上や街の活性化の観点から、前向きな挑戦を街や地域全体で支えていく

ことは当事者のみならず、地域全体に多様な好影響（インパクト）を及ぼす形で街に還

ってくる面もあります。 

区民や事業者が起業や新規事業といったチャレンジを促進することや、様々なチャレ

ンジを促す応援の仕組みや場の構築により、個々のウェルビーイングの向上と地域経済
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の活性化に繋げていくことが必要です。 

その際、チャレンジを促進するのみならず、仮に成功しなかった場合のセーフティネ

ットの充実や周知等が重要であり、これらが充実することでさらに背中を後押しするこ

とに繋がると考えられます。 

 

（考え方の背景となった主な意見） 

 地域の企業に地域住民が投資できる仕組みや、実験的資金による産業を後押しするな

ど、地域住民が地元企業やチャレンジを応援できる仕組みを検討すべきである。これ

により、地域経済循環の向上や街の課題を自分ごととして捉える考えが広がり、事業

者や住民による主体的活動の後押しが期待される。 

 起業・創業に関することのみならず、人の繋がりの重要性が増す中、つながりを生む

場の構築や新たな連携を促す橋渡しや触媒としての役割の重要性が増している。 

 積極的なチャレンジの結果、ポジティブな成果を得られなかった場合も、再起を応援

する仕組みが必要である。その際、円滑な引継ぎや譲渡を含めて、再起に関する事項

が見える化されることが、積極的なチャレンジを後押しすることにつながる。 

 社会実験的なトライアルが寛容的・頻発的に起きる場所など、小さくスタートできる

環境や場の構築が重要である。 
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（７）「目指す姿」と「実現に向けた取組み」 

本項においては、発展条例で定める４つの基本的方針について、各基本的方針が目指すべき

具体的な状態や構成する重要な要素を「目指す姿」として設定し、「目指す姿の実現に向けた

取組み」を整理しました。その中でも特に「目指す姿」の実現に向けて政策的観点から重要性

が高い取組みであって、かつ、前述（４）で述べた「ビジョン（展望）実現に向けた大切な視

点」を踏まえている手段・手法となっている取組みを重点的に取り組むことが重要です。さら

には、これらの取組みの寄与の結果として、「目指す姿」の実現に向けた進捗や道筋（ロジッ

クモデルとして設定）、地域や社会への影響・効果を測定する指標を設定していくことが肝要

です。 

 

＜４つの基本的方針と「目指す姿」＞ 

基本的方針１ 区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る 

（目指す姿） 

１．地域を支える産業が活性化し、活力ある世田谷区 

２．地域の多様な事業者が安心して事業を営み成長することができる世田谷区  

３．区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区 

４．意欲や思いのある事業者が積極的にチャレンジできる世田谷区 

 

基本的方針２ 誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備 

し、起業の促進及び多様な働き方の実現を図る 

（目指す姿） 

５．ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる世田谷区 

６．心身ともに健康に働くことができる世田谷区 

７．アントレプレナーシップ（起業家精神）が発揮されやすい世田谷区 

 

基本的方針３ 地域及び社会の課題解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る 

（目指す姿） 

８．地域課題や社会課題への関心が高く課題解決に参画しやすい世田谷区 

９．地域課題解決の取組みが積極的に展開される世田谷区 

 

基本的方針４ 地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る 

（目指す姿） 

10．地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区 

11．エシカルが身近に存在する世田谷区 

12．産業分野からウェルビーイングに貢献する世田谷区 
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①基本的方針 1 

「区民生活を支える多様な地域産業の持続性の確保に向けた基盤強化を図る」 

 

基本的方針 1 が実現される状態となるための「目指す姿」の要素として、以下の 4 つの側面

を挙げる。 

 

（目指す姿） 

(①-1) 地域を支える産業が活性化し、活力ある世田谷区 

(①-2) 地域の多様な事業者が安心して事業を営み成長することができる世田谷区 

(①-3) 区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区 

(①-4) 意欲や思いのある事業者が積極的にチャレンジできる世田谷区 

 

上記 4つの「目指す姿」それぞれについて、その実現に向けた方向性や具体的取組み例 

等を以下に挙げる。 

 

（目指す姿とその実現に向けた対応の方向性） 

(①-1)地域を支える産業が活性化し、活力ある世田谷区 

 区内商業の活性化と商店街の公共的活動と更なる発展 

区内商業の活性化を後押しし、経済活動や経済循環の促進に取り組む。商店街等を一

つのプラットフォームとして発展することの支援に取り組む。 

 

 区内製造業の活性化と工業用地の維持・保全 

世田谷工業の競争力維持と活性化に取り組む。準工業地域を中心とする工業用地の維

持・保全を図る。 

 

 都市農業の活性化と農地の維持・保全 

様々な制度・事業を活用し、区民と農業の接点を増やし、農地の保全・維持を図る。 

 

 建設業の活性化と地域貢献活動の後押し 

区民の安全かつ安心な生活を守る建設業の振興を図る。人材確保等の事業継続に向け

た後押しを行う。 

 

 地域産業分野間の発展に向けた連関の促進 

地域産業間の連携や連関を促し、地域を支える産業の地域への情報発信等を促進する。 

 

（①-2）地域の事業者が安心して継続的に事業を営むことができる世田谷区 

 資金供給の円滑化とセーフティネットの提供・充実 

融資あっせん制度の継続的な実施や、経営相談等窓口の拡充を通じて取り組む。 
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 生産性向上の後押し 

事業者による設備投資の促進や、販路開発・拡大の取組みの後押しを行う。また、新

技術の活用を促し、新商品開発等の取組みも促進する。さらに、従業員等のスキルの

向上（リスキリング等）の後押し、および事業者間の協業・連携を促進する機会・場

の構築も促進する。 

 

 デジタル化や DX 化の後押し 

事業効率化や事業課題の解決に向けて、区内事業者の IT ツールの導入やデジタル化・

DX 化を促進する。 

 

 安定的な事業経営に必要な体制整備を後押し 

従業員の確保支援を行う。また、雇用に関する相談の場の充実や、経営課題や取組み

を共有する場や機会の構築を図る。 

 

 必要な情報への円滑なアクセス環境の改善 

支援策等情報への接点の増加や、ビッグデータ等へのアクセス環境の構築に向けた取

り組みを行う。 

 

 災害時等の強靭かつしなやかな対応につながる後押し 

事業継続計画（BCP）の普及や、支援物資供給や災害復旧等の体制の構築に取り組む。 

 

 事業者の区内定着に向けたビジネス環境整備 

事業者のオフィス環境の確保に向けた情報発信や、インフラや生活環境の向上に向け

た意見交換や関係所管への働きかけを行い、ハード面・ソフト面から企業・事業者が

区内に定着しやすい環境の構築を図る。 

 

(①-3) 区民生活を支える産業が引き継がれていく世田谷区 

 円滑な事業承継に向けた顔の見える環境の構築 

事業承継時の知識やノウハウ等の発信・啓発に取り組む。また、企業の価値や情報が

共有されるプラットフォーム（ネットワーク）の構築、後継者候補（担い手）の育成、

呼び込む仕組みの構築を促す。廃業時の知識やノウハウ等の発信・啓発に取り組む。

また、専門家（弁護士・税理士、金融機関等）による手続きの支援、廃業後の再チャ

レンジに向けた支援が活発化するための取組みを行う。 

 

 安定的な事業経営に必要な体制整備の後押し 

従業員の確保支援に取り組む。雇用に関する相談の充実、事業者間の協業・連携を推

進する機会・場の構築を促進する。 

 

 公共的役割を担う産業団体組織の活性化 

公共的役割に関する活動の円滑化、および組織力の強化を促す。 
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(①-4) 意欲や思いのある事業者が積極的にチャレンジできる世田谷区 

 新たなチャレンジを後押しする環境や手段の充実 

実務専門家による伴走型での助言と支援の実施、事業を実証的に試行できる場の構築、

事業者間の交流の場・機会の構築を促進する。さらに、区民がチャレンジャーを応援

する仕組みの構築、再チャレンジ者の雇用促進、販路拡大に向けた PR 等の支援の充実

に取り組む。中間支援機能を持つ組織との連携を強化し、効果的に新たなチャレンジ

を後押し。 

 

 新たな価値をもたらす専門人材の活用の後押し 

地域の多様な専門人材やフリーランス人材などと地域産業の接点の増加を促し、地域

の産業支援につながる双方の成長と新たな価値の創出を後押し。 

 

 起業・創業者を応援する仕組みの構築・充実 

起業創業に必要な知識の普及啓発に取り組む。資金調達や手続き等に関する相談の場

の充実を図る。また、思いを形にする行動を後押しし、区民が応援する仕組みの構築

を促進する。 
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②基本的方針 2 

「誰もが自己の個性及び能力を発揮することができる働きやすい環境を整備し、起業の促 

 進及び多様な働き方の実現を図る」 

 

基本的方針２が実現される状態となるための「目指す姿」の要素として、以下の３つの側面

を挙げる。 

 

（目指す姿） 

(②-1) ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる世田谷区 

(②-2) 心身ともに健康に働くことができる世田谷区 

(②-3） アントレプレナーシップ（起業家精神）が発揮されやすい世田谷区 

 

上記３つの「目指す姿」それぞれについて、その実現に向けた方向性や具体的取組み例等を

以下に挙げる。 

 

（目指す姿とその実現に向けた対応の方向性） 

(②-1)ライフスタイル等に応じた多様な働き方が選択できる世田谷区 

 求職者が望む仕事が見つかる環境の整備 

求職者がニーズに沿った仕事に就ける就労環境整備に取り組む。人々が安心して働く

ことができるセーフティネットとしての相談体制を充実させる。 

 

 どこでも働くことができ創造性が発揮される環境の整備 

働く場所や空間、会議室等スペースの整備に取り組む。 

 

 雇用形態等に捉われない多様な働き方が選択できる環境の構築 

企業内創業や兼業・副業を推進する事業者の側面支援を行うとともに、スキルや時間

を提供したい人のマッチングの場等を構築する。 

 

(②-2) 心身ともに健康に働くことができる世田谷区 

 健康経営を後押し 

健康経営に関する意識の向上や普及啓発や、勤労者福祉サービスの充実を促進し、相

談窓口機能の向上を図る。 

 

 多様な働き方やワークライフバランス向上を後押し 

テレワークやフレックス制、時短労働など多様な働き方に関する意識の向上と普及啓

発を促進する。相談窓口機能の向上を図るとともに、地域における活躍の場の認知度

向上や創出に取り組み、生きがいや社会での役割に出会う場や機会を提供する。 

 

 ダイバーシティ経営を後押し 

ダイバーシティ経営に関する意識の向上や普及啓発を促進する。障害のある方、犯罪
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や非行歴のある方、外国人の方等が働ける環境をつくるための事業者への理解促進や

普及啓発を推進する。 

 

(②-3) アントレプレナーシップ（起業家精神）が発揮されやすい世田谷区 

 起業関心層の増加 

アントレプレナー教育やリテラシー教育の機会の充実を図るとともに、起業家と若年

世代の交流の場や機会、起業アイデアのブラッシュアップ機会を構築する。 

 

 起業・創業者を応援する仕組みの構築・充実 

起業創業に必要な知識の普及啓発を行い、資金調達や手続き等に関する相談の場の充

実を図るとともに、思いを形にする行動を後押しする取組みを実践し、区民が応援す

る仕組みを構築する。地域の関係機関（産業団体や金融機関等）との円滑な連携やコ

ミュニケーションを促進する。 

 

 起業経験者の集積を促進 

空き店舗等の活用を促進しつつ実証や実験ができる空間を提供し、ビッグデータ等へ

のアクセス環境や、地域の関係機関（産業団体や金融機関等）との円滑なアクセス環

境を整備し、また、起業家と若年世代の交流の場や機会を構築する。 
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③基本的方針 3 

「地域及び社会の課題の解決に向けてソーシャルビジネスの推進を図る」 

 

基本的方針３が実現される状態となるための「目指す姿」の要素として、以下の２つの側面

を挙げる。 

 

（目指す姿） 

（③-1) 地域課題や社会課題への関心が高く課題解決に参画しやすい世田谷区 

（③-2) 地域課題解決の取組みが積極的に展開される世田谷区 

 

上記２つの「目指す姿」それぞれについて、その実現に向けた方向性や具体的取組み例等を

以下に挙げる。 

 

（目指す姿とその実現に向けた対応の方向性） 

(③-1) 地域課題や社会課題への関心が高く課題解決に参画しやすい世田谷区 

 地域課題や社会課題に関心を持つ事業者の増加 

課題解決の取組みに関する情報を発信し、関心を持つ層による交流機会や場を創出す

る。 

 

 課題解決に参画できる環境の整備 

課題解決の取組みへの気軽な参画手段を提供し、挑戦する事業者等を応援する仕組み

を構築する。 

 

（③-2) 地域課題解決の取組みが積極的に展開される世田谷区 

 事業者の取組みを促す支援の充実 

相談窓口を構築するとともに、事業者の顔の見える機会増加のための取組みや、協業

や連携を募る仕組みの提供に加え、行政と民間のパートナーシップによる連携事業の

構築、区民が取組みを応援する仕組みの構築を行う。 

 

 担い手間の共創を促進 

担い手間の協業や連携を促進する機会および場を構築する。 
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④基本的方針 4 

「地域経済の持続可能性を考慮した事業活動及びエシカル消費の推進を図る」 

 

基本的方針４が実現される状態となるための「目指す姿」の要素として、以下の４つの側面

を挙げる。 

 

（目指す姿） 

(④-1) 地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区 

(④-2) エシカルが身近に存在する世田谷区 

(④-3) 産業分野からウェルビーイングに貢献する世田谷区 

 

上記４つの「目指す姿」それぞれについて、その実現に向けた方向性や具体的取組み例等を

以下に挙げる。 

 

（目指す姿とその実現に向けた対応の方向性） 

(④-1)地域経済の活性化や賑わいが生み出される世田谷区 

 継続的な消費の喚起と賑わいの創出 

せたがや PAY を活用した消費の活性化を図り、来街者による区内消費を喚起する。消

費者が正しい知識を持って安心安全に商品やサービスを消費できる環境を整備し、消

費行動の意識向上のための普及啓発を図る。商店街を中心とする地域活性化の取組み

との連携や支援を通じて、商店街の PR 及び地域の賑わい創出を促す。商店街を含む地

域全体のエリアリノベーションに取り組み、地域の人材を掘り起こし、遊休資産など

の地域資源を活用して、エリア全体の「稼ぐ力」の向上や魅力の再創出等を図る。ま

ちなか観光により、区内消費と賑わいを生み出すため、観光プラットフォーム機能の

強化やまちなか観光政策の基盤を強化する。 

 

 域外からの来街者の呼び込み促進 

地域の強みや魅力の PR や住宅都市ならではの地域資源の発掘により、来街者の受け入

れを強化し、民間事業者の観光イベント等の連携を促進する。 

 

 区民の地元愛着の更なる向上 

地域の強みや魅力のをブランディングし PR する。せたがやそだちや世田谷みやげの魅

力の向上を図る。 

  

(④-2) エシカルが身近に存在する世田谷区 

 エシカル関心層の増加 

エシカル消費の普及啓発を行う。エシカル消費を実践できる環境を整備する。 

 

 事業者のエシカル意識の醸成 

エシカルや人権に関する普及啓発に取り組み、事業者のエシカル実践の後押しをする。 
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 脱炭素等意識の醸成と実践の後押し 

意識の向上と醸成促進のための取組みを行う。新たな産業活性化拠点等の活動を通じ

て、環境配慮を促す事業者の育成や環境産業の育成を支援する。 

 

（④-3)産業分野からウェルビーイングに貢献する世田谷区 

 産業を通じた街の自分ごと化を促す環境の醸成 

工業や農業分野をはじめとする産業分野と教育分野の交流や連関を促進するとともに、

スポーツ、自然、文化等コンテンツを通じたつながりの醸成を図る。 

 

 区内産業が有するリソースの横断的活用 

各産業の価値を取り出し連結させる取組みを促進する。 

 

 日常の中で子どもと仕事が出会う機会の醸成 

工業や農業分野をはじめとする産業分野と教育分野の交流機会の増加を図り、子ども

と親が同空間で働くことができる場の整備に取り組み、子どもフレンドリーな企業の

活動を後押しする。 

 

 

（８）まとめ 

 これまで提示してきた考え方等を取りまとめ、「（仮称）世田谷区地域経済発展ビジョン」と

して実効することを求めます。その全体像イメージを次のとおり示します（図表 48）。 

発展条例で設定された４つの基本的方針を構成する要素を「目指す姿」として具現化し、

「目指す姿」の実現度の向上がそれぞれの柱の実現度を高め、４本の柱の実現度が向上するこ

とで、地域経済の持続可能な発展ひいては豊かな区民生活の実現に近づいていくと考えるもの

です。 
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（図表 48）「地域経済の持続可能な発展条例」の理念実現に向けた「地域経済発展ビジョン（仮称）」の役割 
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）
の
育
成
、
呼
び
込
む
仕
組

み
の
構
築

・
後
継
者
を
求
め
る
区
内
事
業
者
の
P
R
・
情
報
発
信
強
化

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
イ
ン
タ
ー
ン
等
の
体
験
や
知
る
機
会
の
増
大

廃
業
時
の
知
識
や
ノ
ウ
ハ
ウ
等
の
発
信
・
啓
発

・
相
談
窓
口
の
設
置
・
充
実

・
関
連
制
度
の
理
解
促
進
（
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催
）

・
好
事
例
の
発
信

専
門
家
（
弁
護
士
・
税
理
士
、
金
融
機
関
等
）
に
よ

る
手
続
き
の
支
援

・
手
続
き
等
を
支
援
す
る
専
門
家
の
紹
介
、
マ
ッ
チ
ン
グ
支
援

・
廃
業
に
か
か
る
手
数
料
等
補
助

廃
業
後
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
に
向
け
た
支
援

※
後
掲

安
心
し
た
事
業
経
営
、
リ
ス
ク
低
減

廃
業
後
の
再
チ
ャ
レ
ン
ジ

経
営
の
基
盤
強
化

生
産
性
の
向
上

緊
急
時
の
柔
軟
性
向
上

経
営
の
継
続

人
材
確
保
や
経
営
課
題
の
解
決

地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

事
業
承
継
の
円
滑
化

人
材
確
保

2
区
民
生
活
を
支
え
る
産
業
が
引

き
継
が
れ
て
い
く
世
田
谷
区

影
響
を
最
小
限
に
抑
え
た
円
滑
な
廃
業
に
向
け
て

の
支
援

円
滑
な
事
業
承
継
に
向
け
た
顔
の
見
え
る
環
境
の

構
築

事
業
者
の
事
業
運
営
・
継
続
に
向
け
た
体
制
構
築

環
境
の
充
実

必
要
な
情
報
へ
の
円
滑
な
ア
ク
セ
ス
環
境
の
向
上

災
害
時
・
復
旧
時
等
の
強
靭
か
つ
し
な
や
か
な
対

応
に
繋
が
る
環
境
の
充
実
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N
o.

背
景
・
課
題

目
指
す
姿
（
イ
ン
パ
ク
ト
）

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
対
応
の
方
向
性

取
組
・
提
供
方
法

具
体
的
な
実
施
方
法
（
例
）

目
指
す
姿
へ
の
寄
与

（
※
な
ぜ
実
施
す
る
か
）

公
共
的
役
割
に
関
す
る
活
動
の
円
滑
化

・
公
共
的
役
割
に
関
す
る
活
動
支
援

・
取
組
の
情
報
発
信
の
強
化

組
織
力
の
強
化

・
組
織
へ
の
加
入
促
進
を
促
す
活
動
へ
の
支
援

地
域
を
牽
引
す
る
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

若
手
リ
ー
ダ
ー
の
掘
り
起
こ
し
・
育
成

・
地
域
の
課
題
や
状
況
等
に
関
す
る
知
識
習
得
等
の
機
会
の
充
実

・
情
報
共
有
等
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

地
域
や
団
体
活
動
の
継
続

地
域
の
活
性
化

準
工
業
地
域
に
お
け
る
事
業
に
関
す
る
周
辺
住
民
の

理
解
促
進

・
住
工
共
生
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
理
解
促
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

・
も
の
づ
く
り
事
業
者
巡
り
等
に
よ
る
認
知
度
向
上

・
も
の
づ
く
り
事
業
者
等
の
P
R
促
進

・
立
地
継
続
に
向
け
た
事
業
所
施
設
整
備
の
補
助

農
地
の
保
全
維
持

・
農
業
体
験
等
の
機
会
と
場
の
充
実
（
ふ
れ
あ
い
農
園
等
）

・
世
田
谷
産
農
産
物
（
せ
た
が
や
そ
だ
ち
）
の
認
知
度
向
上
、
P
R

・
農
地
貸
借
制
度
の
活
用
（
区
民
農
園
等
）

ハ
ー
ド
面
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
向
上

オ
フ
ィ
ス
の
確
保
に
向
け
た
支
援

・
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
や
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
等
の
整
備
、
利
用
促
進

・
地
元
不
動
産
業
と
連
携
し
た
活
用
可
能
な
空
き
店
舗
物
件
の
掘
り
起
こ
し
、
共

有 ・
空
き
店
舗
の
利
用
整
備
に
向
け
た
補
助

・
空
き
家
の
活
用
の
た
め
の
体
制
整
備

・
起
業
創
業
者
に
対
す
る
初
期
の
家
賃
補
助

・
地
理
的
環
境
に
関
す
る
イ
ン
フ
ラ
改
善
に
向
け
た
検
討

・
通
信
環
境
等
の
よ
り
一
層
の
改
善
に
向
け
た
検
討

定
着
す
る
た
め
の
立
地
環
境
の
整
備

ソ
フ
ト
面
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
環
境
の
向
上

各
施
策
の
総
合
的
な
底
上
げ
、
充
実

ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
し
や
す
さ
の
向
上

実
務
専
門
家
に
よ
る
伴
走
型
で
の
助
言
と
支
援
の
実

施

・
地
域
連
携
型
ハ
ン
ズ
オ
ン
支
援
事
業
の
拡
充

・
相
談
窓
口
で
の
実
務
専
門
家
へ
の
相
談
機
会
の
構
築
、
拡
充

事
業
を
実
証
的
に
試
行
で
き
る
場
の
構
築

・
ト
ラ
イ
ア
ル
販
売
ス
ペ
ー
ス
の
構
築

・
テ
ス
ト
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
場
の
構
築

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
出
店
機
会
の
拡
充

事
業
者
間
の
交
流
の
場
・
機
会
の
構
築

・
異
業
種
交
流
の
機
会
の
設
置

・
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

区
民
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
応
援
す
る
仕
組
み
の
構

築

・
区
民
が
自
身
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
を
支
援
で
き
る
環
境
の

構
築

・
区
民
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー
に
出
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
（
寄
付
等
）
の
検
討

・
広
報
誌
等
を
通
じ
た
情
報
発
信
に
よ
る
認
知
度
向
上
支
援

再
チ
ャ
レ
ン
ジ
者
の
雇
用
促
進

・
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
者
と
再
チ
ャ
レ
ン
ジ
者
の
採
用
を
望
む
事
業
者
の
マ
ッ
チ
ン
グ

支
援

販
路
拡
大
に
向
け
た
P
R
等
の
支
援
の
充
実

・
見
本
市
等
へ
の
出
展
補
助

・
広
報
活
動
等
の
補
助

地
域
の
活
力
の
継
承

地
域
の
活
性
化

産
業
に
必
要
な
土
地
や
地
域
の
継
承

前
向
き
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し

4
意
欲
や
思
い
の
あ
る
人
・
事
業

者
が
積
極
的
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で

き
る
世
田
谷
区

企
業
・
事
業
者
が
定
着
し
成
⾧

す
る
世
田
谷
区

3
「
地
域
経
済
循
環
」

生
産
増
減
率
は
微
増
。

民
間
消
費
は
地
域
外
へ
流
出
傾
向
。

「
既
存
産
業
の
状
況
」

区
内
主
要
産
業
の
事
業
所
数
・
付
加
価

値
・
商
業
拠
点
年
間
商
品
販
売
額
等
が

減
少
傾
向
。

自
宅
周
辺
商
店
街
の
利
用
率
低
下
。

「
事
業
者
の
抱
え
る
課
題
」

営
業
・
販
路
開
拓
や
人
材
育
成
等
に
課

題
感
。

D
X
や
IT
、
SD
G
s等
へ
の
対
応
は
遅
れ
気

味
。

仕
入
単
価
の
上
昇
。

人
件
費
含
め
た
経
費
の
増
加
。

従
業
員
の
確
保
難
。

「
倒
産
件
数
の
増
加
」

東
京
都
内
の
起
業
倒
産
件
数
が
増
加
傾

向
。
不
況
型
倒
産
が
約
9割
。

「
雇
用
力
」

飲
食
業
、
医
療
業
、
飲
食
料
品
小
売

業
、
社
会
保
険
・
社
会
福
祉
・
介
護
事

業
な
ど
の
雇
用
力
が
高
い
。

新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
後
押
し
す
る
環
境
や
手
段

の
充
実

公
共
的
役
割
を
担
う
産
業
団
体
組
織
の
活
性
化

産
業
を
取
り
巻
く
立
地
環
境
の
維
持
保
全
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N
o.

背
景
・
課
題

目
指
す
姿
（
イ
ン
パ
ク
ト
）

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
対
応
の
方
向
性

取
組
・
提
供
方
法

具
体
的
な
実
施
方
法
（
例
）

目
指
す
姿
へ
の
寄
与

（
※
な
ぜ
実
施
す
る
か
）

地
域
の
産
業
支
援
業
の
活
用
の
後
押
し

・
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
支
援

・
地
域
の
産
業
支
援
業
の
D
B
の
構
築
等
顔
の
見
え
る
化

・
産
業
支
援
業
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
に
よ
る
集
積

・
産
業
支
援
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
接
点
の
構
築

フ
リ
ー
ラ
ン
ス
等
外
部
人
材
の
活
用
後
押
し
支
援

・
産
業
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
促
進
支
援

・
区
内
に
お
け
る
産
業
支
援
業
の
D
B
等
の
構
築

・
産
業
支
援
業
の
集
積
促
進

・
産
業
支
援
業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
接
点
の
構
築

中
間
支
援
組
織
の
機
能
強
化

・
中
間
支
援
組
織
の
機
能
強
化

・
中
間
支
援
を
行
う
事
業
者
の
支
援

起
業
創
業
に
必
要
な
知
識
の
普
及
啓
発

・
相
談
窓
口
の
更
な
る
充
実

・
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
更
な
る
充
実

・
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
気
軽
な
ア
ク
セ
ス
環
境
構
築
（
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴

等
）

資
金
調
達
や
手
続
き
等
に
関
す
る
相
談
の
場
の
充
実

・
実
務
に
通
じ
た
相
談
体
制
の
充
実
（
相
談
員
の
確
保
等
）

・
支
援
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
拡
充

・
相
談
窓
口
の
周
知
広
報
強
化

思
い
を
形
に
す
る
行
動
を
後
押
し

・
専
門
家
に
よ
る
伴
走
型
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
支
援
の
充
実

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
P
G
の
提
供

・
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

・
専
門
知
識
等
を
得
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

・
思
い
を
一
に
す
る
仲
間
と
の
交
流
の
場
や
機
会
の
提
供

区
民
が
応
援
す
る
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
投
資
や
資
金
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

・
試
行
等
に
関
す
る
区
民
モ
ニ
タ
ー
の
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
自
身
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
挑
戦
す
る
起
業
・
創
業
者
を
支
援
で
き
る

環
境
の
構
築

積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
の
後
押
し

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
人
の
裾
野
の
広
が

り 生
産
性
の
向
上

新
た
な
価
値
を
も
た
ら
す
多
様
な
専
門
人
材
を
活

用
し
た
事
業
者
支
援
体
制
の
充
実

起
業
・
創
業
者
を
応
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
・
充

実
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【
基
本
的
方
針
２
】
誰
も
が
自
己
の
個
性
及
び
能
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
る
働
き
や
す
い
環
境
を
整
備
し
、
起
業
の
促
進
及
び
多
様
な
働
き
方
の
実
現
を
図
る

N
o

背
景
・
課
題

目
指
す
姿
（
イ
ン
パ
ク
ト
）

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
対
応
の
方
向
性

取
組
・
提
供
方
法

具
体
的
な
実
施
方
法
（
例
）

目
指
す
姿
へ
の
寄
与

（
※
な
ぜ
実
施
す
る
か
）

職
業
紹
介
機
能
の
充
実

・
三
茶
お
し
ご
と
カ
フ
ェ
等
職
業
紹
介
機
能
の
強
化

・
マ
ッ
チ
ン
グ
機
能
の
強
化

・
求
人
情
報
の
集
約
化

相
談
等
窓
口
の
充
実

・
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
相
談
の
強
化
、
拡
充

・
就
労
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
充
実

・
キ
ャ
リ
ア
に
関
す
る
相
談
対
応

多
様
な
働
き
方
に
関
す
る
事
業
者
の
理
解
の
普
及

・
労
働
法
制
（
最
低
賃
金
や
労
働
時
間
規
制
等
）
や
、
対
等
な
契
約

（
フ
リ
ー
ラ
ン
ス
保
護
）
の
に
関
す
る
理
解
の
促
進

・
多
様
な
働
き
方
に
関
す
る
情
報
の
収
集
と
発
信
強
化

・
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
働
き
方
に
関
す
る
理
解
促
進
の
場
の
構
築

・
多
様
な
就
業
機
会
を
作
る
事
業
者
に
対
す
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与

働
く
場
所
や
空
間
の
整
備

・
託
児
可
能
な
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
施
設

整
備

・
企
業
と
連
携
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
活
用
促
進

・
テ
レ
ワ
ー
ク
機
器
の
導
入
支
援

会
議
等
ス
ペ
ー
ス
の
整
備

・
商
談
や
会
議
、
打
合
せ
が
可
能
な
空
間
の
施
設
整
備

・
企
業
と
連
携
し
た
会
議
ス
ペ
ー
ス
の
活
用
促
進

兼
業
・
副
業
を
推
進
す
る
事
業
者
の
側
面
支
援

・
制
度
等
に
関
す
る
相
談
可
能
な
体
制
の
構
築

・
好
事
例
の
共
有
や
普
及

ス
キ
ル
や
時
間
を
提
供
し
た
い
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
場
等
の
構

築

・
ス
キ
ル
等
を
提
供
し
た
い
人
材
バ
ン
ク
の
構
築

・
情
報
交
換
等
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

個
人
ご
と
の
役
割
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
構
築

・
多
様
な
層
に
よ
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

・
N
P
O
等
組
織
と
役
割
を
求
め
る
区
民
の
交
流
の
場
の
構
築

工
業
や
農
業
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
分
野
と
教
育
分
野
の

交
流
機
会
の
増
加

・
子
ど
も
に
よ
る
事
業
所
訪
問
機
会
等
の
創
出

・
出
前
授
業
を
通
じ
た
子
ど
も
と
産
業
の
接
点
創
出

・
も
の
づ
く
り
や
農
業
等
体
験
機
会
の
創
出
・
増
加

子
ど
も
と
親
が
同
空
間
で
働
く
こ
と
が
で
き
る
場
の
整
備

・
託
児
可
能
な
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、
シ
ェ
ア
オ
フ
ィ
ス
の
施
設

整
備

・
企
業
と
連
携
し
た
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
等
の
活
用
促
進

子
ど
も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な
企
業
の
活
動
を
後
押
し

・
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
受
け
入
れ
企
業
の
支
援
、
集
約

・
多
様
な
職
業
人
と
子
ど
も
が
日
常
的
に
接
点
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る

街
の
拠
点
の
整
備

・
子
ど
も
の
職
業
選
択
に
貢
献
す
る
企
業
の
周
知
・
広
報
支
援

・
子
ど
も
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

健
康
経
営
に
関
す
る
意
識
の
向
上
や
普
及
啓
発

・
健
康
経
営
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
実
施

・
健
康
経
営
企
業
の
好
事
例
の
周
知
広
報

勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

・
区
内
中
小
・
小
規
模
事
業
者
が
加
入
で
き
る
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
メ
ニ
ュ
ー
の
充
実

・
勤
労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
周
知
・
広
報
の
強
化

相
談
窓
口
機
能
の
向
上

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
対
応
す
る
相
談
機
能

の
向
上

多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
の
増
加
、
選
択

肢
と
の
出
会
い

働
く
環
境
の
改
善
・
向
上

多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
の
増
加
、
選
択

肢
と
の
出
会
い

多
様
な
働
き
方
の
選
択
肢
の
増
加

従
業
員
の
福
祉
の
増
大

「
多
様
な
働
き
方
の
実
現
」

「
働
く
上
で
重
視
す
る
条
件
」

と
し
て
、
勤
務
場
所
は
重
要
。

兼
業
・
副
業
の
意
向
や
必
要
性

は
一
定
程
度
認
め
ら
れ
る
状

況
。

「
開
業
率
、
起
業
意
向
」

区
の
開
業
率
は
11
.7
%
。

起
業
意
向
は
30
代
が
最
も
高

い
。

「
雇
用
力
」

飲
食
業
、
医
療
業
、
飲
食
料
品

小
売
業
、
社
会
保
険
・
社
会
福

祉
・
介
護
事
業
な
ど
の
雇
用
力

が
高
い
。

1
持
続
可
能
な
働
き
方
(働
き
方
の
SX
化
)を
自
ら
選
択
で
き
る
環
境
の
整
備

事
業
者
の
健
康
経
営
を
後
押
し

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
等
に
応
じ
た
多

様
な
働
き
方
が
選
択
で
き
る
世
田

谷
区

ど
こ
で
も
働
く
こ
と
が
で
き
創
造
性
が
発
揮
さ
れ
る
環
境
の
整
備

2

マ
ル
チ
ワ
ー
ク
（
副
業
・
兼
業
等
含
む
）
が
選
択
で
き
る
環
境
の
構
築

日
常
の
中
で
子
ど
も
と
仕
事
が
出
会
う
機
会
の
醸
成

心
身
と
も
に
健
康
に
働
く
こ
と
が

で
き
る
世
田
谷
区
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相
談
窓
口
機
能
の
向
上

・
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
防
止
等
に
対
応
す
る
相
談
機
能

の
向
上

地
域
に
お
け
る
活
躍
の
場
の
認
知
度
向
上
や
創
出

・
多
様
な
活
動
を
行
う
区
民
の
情
報
交
換
の
場
や
機
会
の
構
築

・
多
様
な
活
動
に
関
す
る
情
報
が
集
約
さ
れ
た
場
や
施
設
の
構
築

・
多
様
な
地
域
活
動
を
後
押
し
す
る
人
と
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進

生
き
が
い
や
社
会
で
の
役
割
に
出
会
う
場
や
機
会
の
提
供

・
多
様
な
活
動
に
関
す
る
情
報
が
集
約
さ
れ
た
場
や
施
設
の
構
築

・
多
様
な
地
域
活
動
を
後
押
し
す
る
人
と
人
の
マ
ッ
チ
ン
グ
促
進

・
「
役
割
」
へ
の
従
事
が
別
の
形
態
で
評
価
さ
れ
る
仕
組
み
の
構
築

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
を
後
押
し

ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に
関
す
る
意
識
の
向
上
や
普
及
啓
発

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
に
関
す
る
普
及
啓
発
の
実
施

・
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
経
営
企
業
の
好
事
例
の
周
知
広
報

・
多
様
な
人
材
を
評
価
す
る
仕
組
み
の
構
築

多
様
性
の
向
上

誰
も
が
公
平
に
働
け
る
環
境
の
整
備

ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
や
リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
機
会
の
充
実

・
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
教
育
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
の
構
築

・
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
参
加
機
会
の
増
加

起
業
家
と
若
年
世
代
の
交
流
の
場
や
機
会
の
構
築

・
起
業
家
等
と
若
者
や
子
ど
も
が
交
流
で
き
る
施
設
の
構
築

・
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
交
流
機
会
の
増
加

・
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
に
よ
る
場
の
運
営
と
交
流
促
進

起
業
ア
イ
デ
ア
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
機
会
の
構
築

・
専
門
家
に
よ
る
ア
イ
デ
ア
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
支
援

起
業
創
業
に
必
要
な
知
識
の
普
及
啓
発

・
相
談
窓
口
の
更
な
る
充
実

・
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
の
更
な
る
充
実

・
創
業
支
援
セ
ミ
ナ
ー
等
へ
の
気
軽
な
ア
ク
セ
ス
環
境
構
築
（
オ
ン
ラ

イ
ン
視
聴
等
）

資
金
調
達
や
手
続
き
等
に
関
す
る
相
談
の
場
の
充
実

・
実
務
に
通
じ
た
相
談
体
制
の
充
実
（
相
談
員
の
確
保
等
）

・
支
援
機
関
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
の
拡
充

・
相
談
窓
口
の
周
知
広
報
強
化

思
い
を
形
に
す
る
行
動
を
後
押
し

・
専
門
家
に
よ
る
伴
走
型
で
の
ア
ド
バ
イ
ス
支
援
の
充
実

・
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
P
G
の
提
供

・
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
等
の
開
催

・
専
門
知
識
等
を
得
る
セ
ミ
ナ
ー
等
の
開
催

・
思
い
を
一
に
す
る
仲
間
と
の
交
流
の
場
や
機
会
の
提
供

区
民
が
応
援
す
る
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
投
資
や
資
金
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

・
試
行
等
に
関
す
る
区
民
モ
ニ
タ
ー
の
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
自
身
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
起
業
・
創
業
者
を
支
援
で
き
る

環
境
の
構
築

実
証
や
実
験
が
で
き
る
空
間
の
提
供

・
屋
内
外
の
空
間
を
活
用
し
た
実
証
や
実
験
空
間
の
提
供

・
試
行
等
に
関
す
る
区
民
モ
ニ
タ
ー
の
仕
組
み
の
構
築

空
き
店
舗
等
の
活
用
促
進

・
空
き
店
舗
等
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
情
報
収
集
の
仕
組
み
の
構
築

・
空
き
店
舗
等
活
用
時
の
補
助

ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
環
境
の
構
築

・
事
業
展
開
に
有
効
な
行
政
保
有
デ
ー
タ
の
公
開
環
境
の
構
築

起
業
家
と
若
年
世
代
の
交
流
の
場
や
機
会
の
構
築

・
起
業
家
等
と
若
者
や
子
ど
も
が
交
流
で
き
る
施
設
の
構
築

・
セ
ミ
ナ
ー
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
交
流
機
会
の
増
加

地
域
の
関
係
機
関
（
産
業
団
体
や
金
融
機
関
等
）
と
の
円
滑
な

ア
ク
セ
ス
環
境
の
構
築

・
地
域
の
関
係
機
関
等
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
・
充
実

働
く
環
境
の
改
善

将
来
の
起
業
家
育
成
、
裾
野
の
拡
大

起
業
創
業
に
係
る
リ
ス
ク
の
低
減

起
業
創
業
の
増
加

起
業
者
が
集
ま
る
土
壌
の
醸
成

起
業
創
業
の
活
性
化

3
ア
ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
起

業
家
精
神
）
が
発
揮
さ
れ
る
世
田

谷
区

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
向
上
を
後
押
し

起
業
関
心
層
の
増
加

起
業
経
験
者
の
集
積
を
促
進

起
業
・
創
業
者
を
応
援
す
る
仕
組
み
の
構
築
・
充
実
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【
基
本
的
方
針
３
】
地
域
及
び
社
会
の
課
題
解
決
に
向
け
て
ソ
ー
シ
ャ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
推
進
を
図
る

N
o

背
景
・
課
題

目
指
す
姿
（
イ
ン
パ
ク
ト
）

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
対
応
の
方
向
性

取
組
・
提
供
方
法

具
体
的
な
実
施
方
法
（
例
）

目
指
す
姿
へ
の
寄
与

（
※
な
ぜ
実
施
す
る
か
）

課
題
解
決
の
取
組
に
関
す
る
情
報
発
信

・
課
題
解
決
の
取
組
に
積
極
的
な
事
業
者
の
周
知
・
紹
介

・
好
事
例
の
横
展
開
、
周
知
広
報
強
化

・
イ
ベ
ン
ト
等
を
通
じ
た
情
報
発
信

関
心
を
持
つ
層
に
よ
る
交
流
機
会
や
場
の
創
出

・
気
軽
に
情
報
交
換
が
で
き
る
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築

課
題
解
決
の
取
組
へ
の
ラ
イ
ト
な
参
画
手
段
の
提
供

・
提
供
で
き
る
ス
キ
ル
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
の
仕
組
み
構
築

・
区
民
モ
ニ
タ
ー
の
仕
組
み
の
構
築

・
副
業
や
プ
ロ
ボ
ノ
と
し
て
参
画
で
き
る
環
境
整
備
、
情
報
提

供

挑
戦
す
る
事
業
者
等
を
応
援
す
る
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
投
資
や
資
金
提
供
で
き
る
仕
組
み
を
構
築

・
試
行
等
に
関
す
る
区
民
モ
ニ
タ
ー
の
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
自
身
の
ス
キ
ル
を
活
か
し
て
挑
戦
す
る
事
業
者
等
を

支
援
で
き
る
環
境
の
構
築

相
談
窓
口
の
構
築

・
実
務
に
即
し
た
専
門
家
に
よ
る
相
談
対
応

・
支
援
策
の
可
視
化

事
業
者
の
顔
の
見
え
る
機
会
の
増
加

・
イ
ベ
ン
ト
等
で
の
P
R
出
展
等
の
機
会
の
増
加

・
広
報
誌
等
を
通
じ
た
P
R
機
会
の
創
出

協
業
や
連
携
を
募
る
仕
組
み
の
提
供

・
共
に
取
り
組
む
事
業
者
等
を
募
る
協
業
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
の
構
築

・
地
域
や
行
政
の
課
題
の
見
え
る
化

・
行
政
と
民
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
連
携
事
業
の
構

築

区
民
が
取
組
を
応
援
す
る
仕
組
み
の
構
築

・
区
民
が
出
資
す
る
フ
ァ
ン
ド
（
寄
付
等
）
の
構
築

・
地
域
上
場
の
仕
組
み
の
検
討

・
ビ
ジ
ネ
ス
の
実
験
の
場
に
関
心
を
持
つ
・
応
援
し
た
い
区
民

が
参
加
で
き
る
仕
組
や
場
の
構
築

担
い
手
間
の
共
創
を
促
進

担
い
手
間
の
協
業
・
連
携
を
促
進
す
る
機
会
・
場
の
構

築

・
事
業
者
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

・
異
業
種
交
流
の
場
の
構
築

・
ピ
ッ
チ
イ
ベ
ン
ト
等
の
実
施

様
々
な
担
い
手
に
よ
る
多
様
な
視
点
や
手
法

に
よ
る
地
域
課
題
解
決
の
ス
ピ
ー
ド
向
上

地
域
課
題
や
社
会
課
題
の
取
組
み
に
対
す
る

認
知
度
と
取
組
意
識
の
向
上

地
域
課
題
や
社
会
課
題
へ
の
多
様
な
関
わ
り

方
の
充
実

事
業
者
が
円
滑
に
地
域
課
題
解
決
に
取
り
組

め
る
環
境
の
整
備

1 2

・
社
会
課
題
は
多
様
化
・
複
雑
化
。

・
多
様
な
受
け
皿
で
解
決
を
図
る
こ

と
の
重
要
性
が
増
加
。

・
取
組
主
体
も
N
P
O
主
体
か
ら
民
間

企
業
を
は
じ
め
多
様
化
。

・
SD
G
sに
関
す
る
積
極
的
姿
勢
の

区
内
事
業
者
割
合
は
全
国
平
均
と
比

較
し
て
も
低
い
。

・
SD
G
sに
取
り
組
む
に
際
し
て
の

社
内
理
解
度
や
取
り
組
む
メ
リ
ッ
ト

が
不
明
等
の
回
答
が
上
位
を
占
め

る
。

地
域
課
題
や
社
会
課
題
に
関
心
を
持
つ
区
民
の
増
加

地
域
課
題
解
決
の
取
組
が
積
極
的
に

展
開
さ
れ
る
世
田
谷
区

課
題
解
決
に
参
画
で
き
る
環
境
の
整
備

地
域
課
題
や
社
会
課
題
へ
の
関
心
が

高
く
課
題
解
決
に
参
画
し
や
す
い
世

田
谷
区

事
業
者
の
取
組
を
促
す
支
援
の
充
実
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【
基
本
的
方
針
４
】
地
域
経
済
の
持
続
可
能
性
を
考
慮
し
た
事
業
活
動
及
び
エ
シ
カ
ル
消
費
の
推
進
を
図
る

N
o

背
景
・
課
題

目
指
す
姿
（
イ
ン
パ
ク
ト
）

目
指
す
姿
の
実
現
に
向
け
た
対
応
の
方
向
性

取
組
・
提
供
方
法

具
体
的
な
実
施
方
法
（
例
）

目
指
す
姿
へ
の
寄
与

（
※
な
ぜ
実
施
す
る
か
）

せ
た
が
や
PA
Y
を
活
用
し
た
消
費
の
活
性
化

・
せ
た
が
や
PA
Y
に
よ
る
消
費
者
ポ
イ
ン
ト
還
元

・
せ
た
が
や
PA
Y
の
事
業
連
携
に
よ
る
活
用
促
進

来
街
者
に
よ
る
区
内
消
費
の
喚
起

・
来
街
者
誘
引
と
消
費
喚
起
を
絡
め
た
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

地
域
の
強
み
・
魅
力
の
P
R
強
化

・
住
宅
都
市
な
ら
で
は
の
地
域
資
源
の
発
掘
強
化
、
P
R
強
化

・
SN
S等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
強
化

・
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
強
化

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品
の
発
掘
強
化
、
P
R
強
化

来
街
者
の
受
け
入
れ
強
化

・
観
光
案
内
所
の
案
内
機
能
強
化

・
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
な
観
光
コ
ー
ス
設
定
や
手
段
の
導
入

・
案
内
標
識
等
の
整
備

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
活
用
し
た
観
光
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
体
制
や

コ
ー
ス
の
強
化

・
案
内
冊
子
や
情
報
の
整
理
・
発
信

民
間
事
業
者
の
観
光
イ
ベ
ン
ト
等
の
連
携
促
進

・
ま
ち
な
か
観
光
交
流
協
会
の
交
流
機
能
強
化

地
域
の
強
み
・
魅
力
の
P
R
強
化

・
地
域
資
源
の
発
掘
強
化
、
P
R
強
化

・
SN
S等
を
活
用
し
た
情
報
発
信
強
化

・
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
発
信
強
化

世
田
谷
み
や
げ
の
強
化

・
世
田
谷
み
や
げ
の
品
目
増
加

・
世
田
谷
み
や
げ
の
P
R
強
化

商
店
街
を
中
心
と
す
る
地
域
活
性
化
の
取
組
の
促
進

・
商
店
街
イ
ベ
ン
ト
等
の
補
助

・
商
店
街
加
盟
の
促
進

商
店
街
の
個
店
の
魅
力
の
掘
り
起
こ
し
と
P
R
強
化

・
ま
ち
ゼ
ミ
、
ま
ち
バ
ル
等
各
種
企
画
の
支
援

商
店
街
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
機
能
強
化

・
専
門
家
の
派
遣

・
関
連
す
る
知
見
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
得
る
機
会
の
設
置

商
店
街
の
公
共
的
活
動
の
継
続
的
な
活
性
化

商
店
街
に
よ
る
公
共
的
活
動
を
支
援

・
商
店
街
に
よ
る
イ
ベ
ン
ト
等
へ
の
補
助

街
の
賑
わ
い
を
受
け
継
ぐ
取
組
の
継
続
、
担

い
手
確
保

準
工
業
地
域
を
中
心
と
す
る
工
業
用
地
の
維
持
・
保
全

準
工
業
地
域
に
お
け
る
事
業
に
関
す
る
周
辺
住
民
の
理

解
促
進

・
住
工
共
生
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
た
理
解
促
進
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ ・
も
の
づ
く
り
事
業
者
巡
り
等
に
よ
る
認
知
度
向
上

・
も
の
づ
く
り
事
業
者
等
の
P
R
促
進

・
立
地
継
続
に
向
け
た
事
業
所
施
設
整
備
の
補
助

工
業
に
必
要
な
土
地
や
地
域
の
継
承

生
産
緑
地
の
貸
借
制
度
の
運
用

・
生
産
緑
地
の
貸
借
制
度
の
運
用
な
ど
農
地
の
保
全
策
の
推
進

区
民
と
農
業
の
接
点
の
増
加

・
教
育
や
福
祉
と
の
連
携
に
よ
る
農
業
公
園
の
活
用

・
農
業
体
験
等
の
機
会
と
場
の
充
実
（
ふ
れ
あ
い
農
園
等
）

・
世
田
谷
産
農
産
物
（
せ
た
が
や
そ
だ
ち
）
の
認
知
度
向
上
、

P
R

域
外
か
ら
の
来
街
者
の
呼
び
込
み
促
進

区
民
の
地
元
愛
着
の
更
な
る
向
上

地
域
内
で
の
継
続
的
な
消
費
の
喚
起
・
活
性
化
を
後
押
し

商
店
街
に
よ
る
地
域
活
性
化
の
取
組
の
促
進

地
域
に
お
け
る
消
費
の
増
加

来
街
の
き
っ
か
け
作
り

地
域
の
魅
力
の
再
認
識

区
外
で
の
世
田
谷
の
魅
力
(ブ
ラ
ン
ド
)向
上

地
元
の
魅
力
の
再
認
識

地
元
で
の
消
費
の
強
化
・
拡
大

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
機
能
の
活
性
化
、
消
費

や
活
力
の
活
性
化

農
地
の
保
全
・
維
持

農
業
に
必
要
な
土
地
や
地
域
の
継
承

地
域
経
済
の
活
性
化
や
賑
わ
い

が
生
み
出
さ
れ
る
世
田
谷
区

2
産
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
受
け

継
が
れ
て
い
く
世
田
谷
区

・
地
域
経
済
循
環
に
お
け

る
消
費
の
流
出

・
観
光
宿
泊
者
等
、
域
外

か
ら
の
消
費
の
獲
得
の
低

迷 ・
準
工
業
地
域
や
農
地
の

減
少

・
エ
シ
カ
ル
に
関
す
る
低

い
意
識
 
等

1
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エ
シ
カ
ル
関
心
層
の
増
加

エ
シ
カ
ル
消
費
の
普
及
啓
発

・
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
知
識
等
を
得
る
機
会
の
設
定
（
セ

ミ
ナ
ー
等
）

・
エ
シ
カ
ル
消
費
に
関
す
る
広
報
物
の
作
成

・
世
田
谷
産
農
産
物
（
せ
た
が
や
そ
だ
ち
、
エ
コ
農
作
物
）
の

認
知
度
向
上
、
P
R

・
農
業
体
験
等
の
機
会
と
場
の
充
実
（
ふ
れ
あ
い
農
園
等
）

エ
シ
カ
ル
消
費
の
認
知
度
向
上
、
理
解
増
進

エ
シ
カ
ル
消
費
を
実
践
で
き
る
環
境
の
整
備

エ
シ
カ
ル
商
品
を
購
入
で
き
る
機
会
や
場
の
構
築
・
充

実

・
イ
ベ
ン
ト
等
に
お
け
る
エ
シ
カ
ル
商
品
の
販
売
促
進
支
援

・
エ
シ
カ
ル
を
実
践
で
き
る
店
舗
等
の
P
R
支
援

エ
シ
カ
ル
消
費
を
行
動
に
移
す
環
境
の
整
備

エ
シ
カ
ル
に
関
す
る
普
及
啓
発

・
広
報
物
の
作
成

・
知
識
等
を
得
る
機
会
の
設
定
（
セ
ミ
ナ
ー
等
）

事
業
者
の
エ
シ
カ
ル
実
践
の
後
押
し

・
エ
シ
カ
ル
に
関
す
る
地
域
等
を
得
る
機
会
の
設
定
（
事
業
者

向
け
セ
ミ
ナ
ー
等
）

・
エ
シ
カ
ル
商
材
を
扱
う
事
業
者
向
け
ポ
イ
ン
ト
付
与

・
エ
シ
カ
ル
状
況
を
確
認
で
き
る
ツ
ー
ル
の
導
入

・
エ
シ
カ
ル
消
費
を
行
う
事
業
者
の
P
R
支
援

・
エ
シ
カ
ル
消
費
の
実
験
的
取
組
へ
の
支
援

・
エ
シ
カ
ル
事
業
者
認
証
制
度

・
世
田
谷
産
農
産
物
（
せ
た
が
や
そ
だ
ち
、
エ
コ
農
作
物
）
の

活
用
促
進

・
農
家
と
の
連
携
・
協
働
の
促
進

脱
炭
素
等
意
識
の
醸
成
と
実
践
の
後
押
し

意
識
の
向
上
と
醸
成
促
進

・
事
業
者
向
け
SD
G
sセ
ミ
ナ
ー
の
開
催

・
ゼ
ロ
ウ
ェ
ス
ト
な
ま
ち
づ
く
り
等
好
事
例
の
周
知
・
広
報

・
脱
炭
素
関
連
機
器
等
導
入
の
支
援

・
SD
G
s事
業
者
認
証
制
度

脱
炭
素
に
対
す
る
認
知
度
向
上
と
理
解
増
進

、
行
動
の
後
押
し

工
業
や
農
業
分
野
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
分
野
と
教
育

分
野
の
交
流
や
連
関
の
促
進

・
子
ど
も
に
よ
る
事
業
所
訪
問
機
会
の
創
出
・
増
加
支
援

・
出
前
授
業
等
を
通
じ
た
子
ど
も
と
産
業
分
野
の
接
点
増
加

・
も
の
づ
く
り
や
農
業
等
体
験
機
会
の
創
出
・
増
加

ス
ポ
ー
ツ
、
自
然
、
文
化
等
コ
ン
テ
ン
ツ
を
通
じ
た
つ

な
が
り
の
醸
成

・
「
ご
ち
ゃ
混
ぜ
」
を
作
る
街
な
か
拠
点
や
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の

設
置

・
コ
ン
テ
ン
ツ
を
応
援
す
る
資
金
提
供
（
フ
ァ
ン
ド
等
）
の
仕

組
み
の
構
築

区
内
産
業
が
有
す
る
リ
ソ
ー
ス
の
横
断
的
活
用

各
産
業
の
価
値
を
取
り
出
し
連
結
さ
せ
る
取
組
を
促
進
・
産
業
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
育
成

産
業
間
の
積
極
的
な
連
携
促
進

新
た
な
価
値
の
創
出

4
産
業
分
野
か
ら
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ

ン
グ
に
貢
献
す
る
世
田
谷
区

街
の
自
分
ご
と
化
を
促
す
環
境
の
醸
成

地
元
へ
の
愛
着
増
進
、
関
係
性
の
構
築

地
域
の
活
力
の
増
加

地
域
内
で
の
交
流
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築

事
業
者
に
お
け
る
エ
シ
カ
ル
意
識
の
醸
成

エ
シ
カ
ル
消
費
の
認
知
度
向
上
、
理
解
増

進
、
活
性
化

エ
シ
カ
ル
が
身
近
に
存
在
す
る

世
田
谷
区

3
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４．（仮称）世田谷区地域経済発展ビジョンの推進に向けて 

（１）推進体制と役割 

「（仮称）世田谷区地域経済発展ビジョン」の推進にあたっては、区および（公財）世

田谷区産業振興公社を中心に、産業団体や金融機関、大学等の研究機関等と連携しながら、

さらには区内事業者との官民共創の観点を取り込みつつ、施策や取組みを進めることを求

めます。 

なお、「（仮称）世田谷区地域経済発展ビジョン」で挙げる施策や取組みの進捗状況や実

施状況については、PDCAサイクルマネジメントに沿って、その状況を評価・検証するとと

もに、「世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議」に定期的に報告するよう要望

します。 

また、これらの進捗状況や実施状況の評価・検証の結果については、公表し情報共有を

図るとともに、より適切かつ効果的な取組みにつなげていく必要があります。 

 

（２）評価指標の設定と測定・評価 

それぞれの「目指す姿」の実現に向けた重点事業ごとに成果指標及び目標値を定めると

ともに、それぞれの「目指す姿」の実現に向けた進捗や道筋をロジックモデルとして整理

し、それぞれの「目指す姿」ごとにソーシャルインパクト指標（※事業や活動の結果とし

て生じた社会的な変化や効果を測定する指標）として設定することを提案します。 

 

（３）評価指標を踏まえた施策の見直しと展開 

（２）における指標の計測状況を踏まえて、産業分野への寄与や地域への影響（ソーシ

ャルインパクト）が低いと認められる取組みや事業については、事業の有効性や必要性等

を改めて精査し、事業の停止や改善、手法や手段の検討、または新たな施策への転換等を

検討し、時代の変化やニーズに迅速に対応した施策展開を図ることが重要です。 

また、上記 PDCA サイクルマネジメントに沿った評価・検証を踏まえ、行政の支援体制

や施策の構築に当たっても、必要性がより大きな施策に迅速に体制移行するなど、目まぐ

るしく変化する社会経済情勢に迅速に対応できる体制や環境を構築することが、これから

の世田谷区の地域経済産業政策には必要となると考えます。 
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５．資料編 

１．世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議 

（１）世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議記録 

 （2023 年(令和５年)３月から 12 月まで） 

 学識経験者や産業団体委員、一般区民等で構成された「世田谷区地域経済の持続可能な発

展を目指す会議」を設置し、「地域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考

え方」について諮問を受け、審議してまいりました。条例の趣旨や現行の産業ビジョンに掲

げる取組み等の精査及び検討の上で、「世田谷区基本計画」における経済産業分野の方向性

を鑑みながら、世田谷区の経済産業政策の在り方についてとりまとめました。 

 

主な記録は以下のとおりになります。 

第１回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）３月 20 日（月）] 

【内容／議題】 

１ 区長挨拶 

２ 各委員及び出席者紹介 

３ 議題 

１）会長及び副会長の選任 

２）本会議への諮問 

３）本会議の審議内容等ついて 

４）産業ビジョンの進捗状況及び産業ビジョンの見直しについて 

５）その他 

第２回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）５月 29 日（月）] 

【内容／議題】 

１ 議題 

１）委員からの情報提供（委員からのプレゼンテーション） 

２）地域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考え方について 

第３回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）７月 13 日（木） 

１ 議題 

１）委員からの情報提供（委員からのプレゼンテーション） 

２）地域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考え方について 

※基本的方針 1 及び２の「目指すべき姿」、「戦略」について 

第４回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）８月 10 日（木） 

１ 議題 

１）委員からの情報提供（委員からのプレゼンテーション） 

２）地域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考え方について 

第５回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）９月７日（木） 

１ 議題 

１）地域経済の持続可能な発展を推進していくための基本的な考え方について 

２）委員からの提案 

第６回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）10 月５日（木） 

１ 議題 
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答申案について 

第７回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）11 月 27 日（月） 

１ 議題 

持続可能な地域経済の実現に向けた方向性等について 

第７回追加 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023年（令和５年）11月30日（木） 

１ 議題 

持続可能な地域経済の実現に向けた方向性等について 

第８回 地域経済の持続可能な発展を目指す会議[2023 年（令和５年）12 月 18 日（月） 

１ 議題 

 答申について 

 

（２）世田谷区地域経済の持続可能な発展を目指す会議」委員名簿 

 団体等 氏名・肩書（順不同、敬称略） 

会長 学識経験者 長山 宗広（駒澤大学経済学部教授） 

委員 東京商工会議所世田谷支部 古谷 真一郎 

委員 世田谷区商店街連合会 栗山 和久 

委員 世田谷工業振興協会 千葉 寿典 

委員 世田谷区農業青壮年連絡協議会 大平 佳史（令和５年６月１日まで） 

委員 城田 晃吉（令和５年６月１日から） 

委員 世田谷区産業振興公社 竹内 明彦 

委員 世田谷区消費者団体 見城 佐知子（フェアトレードタウン世田谷推進委員会エシカルコンシェルジュ） 

副会長 世田谷区しんきん協議会 宮井 克明（令和５年６月８日まで） 

副会長 中山 耕輝（令和５年６月８日から） 

委員 東京青年会議所世田谷区委員会 松原 吉輝 

委員 世田谷区建設団体防災協議会 兒玉 奈輔 

委員 

民間団体・ＮＰＯ等 

市川 望美（非営利型株式会社 Polaris 取締役） 

委員 大石 英司（株式会社 UPDATER 代表取締役） 

委員 田中 美帆(株式会社 cocoroé 代表・多摩美術大学講師) 

委員 中山 綾子（フリーランス協会 理事兼事務局長） 

委員 吉田 亮介（三茶ワークカンパニー株式会社代表） 

委員 区民（公募） 大藤 清佳 

委員 吉田 凌太 
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（３）これまでの審議の概要（グラフィックレコード） 
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